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見つめ合う、笑顔とえがお。心がふれあう瞬間。
そしてしあわせの輪が広がります。（８/５ 万寿園）
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わ
が
ま
ち「
赤
穂
」は〝
忠

臣
蔵
の
ふ
る
さ
と
〟そ
し
て

〝
塩
の
ま
ち
〟と
し
て
豊
か

な
自
然
と
歴
史
、
文
化
に
は

ぐ
く
ま
れ
な
が
ら
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
昭
和
26
年
９
月
１

日
、
赤
穂
町
、
坂
越
町
、
高

雄
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生

し
、
そ
の
後
、
有
年
村
、
福

浦
地
区
と
の
合
併
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
幾
多
の
社
会
経

済
情
勢
の
変
遷
の
中
、
郷

土
を
愛
す
る
市
民
並
び
に
先

輩
各
位
の
知
恵
と
努
力
に
よ

り
、
一
つ
一
つ
試
練
を
克
服

し
、
西
播
磨
地
域
の
一
翼
を

担
う
中
核
的
都
市
と
し
て
躍

進
を
続
け
、
全
国
で
も
住
み

よ
い
ま
ち
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ひ
と
え
に
時
代
時
代
に
お

い
て
市
政
を
力
強
く
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

様
や
関
係
各
位
の
ご
尽
力
の

賜
物
で
あ
り
、
心
よ
り
深
甚

な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　

意
義
深
い
本
日
を
単
な
る

市
制
施
行
の
節
目
と
し
て
で

は
な
く
、
新
総
合
計
画
の
都

市
像
で
あ
る
、「
人
が
輝
き 

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
薫
る 

や
さ
し
い
ま
ち
」の
実
現
に

向
け
、
皆
様
と
共
に
手
を
携

え
、
心
を
一
つ
に
し
て
赤
穂

の
た
め
に
、
元
気
あ
る
地
域

社
会
の
創
造
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
邁
進
す
べ

く
、
決
意
を
新
た
に
す
る
日

に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

9
02－�赤穂市制施行60周年
� 記念式典を挙行
06－�地域全体で支えあう、心ふれ
あうまちづくりを目指して

08－９/10～16は自殺予防週間

09－�９/24～30は結核予防週間
10－�９/１は下水道供用開始30周年

11－�９月は障がい者雇用支援月間
12－�フォトニュース

14－�市長こんわ会�ほか

16－�まるごと赤穂大博覧会
� 2011開催�ほか

18－�情報コーナー

22－�社協だより

24－くらしのカレンダー
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人口の動き（７月）� 住民基本台帳登録者人口

世帯数 19,862戸 （－ 6）

人口 50,826人 （－ 35）

男 24,539人 （－ 21）

女 26,287人 （－ 14）

� （　）内は前月比
◎７月中の異動
出生 27人（－ 13） 転出 73人（－ 20）
死亡 34人（－ 12） その他増 1人（＋ 1）
転入 44人（－ 42） その他減 0人（± 0）

交通事故発生状況
区分 ７月 平成23年累計

発生件数 118（＋ 15） 883（＋109）
　人身 20（＋ 2） 141（＋ 2）
　物損 98（＋ 13） 742（＋107）
死者 0（± 0） 3（＋ 1）
重症 2（－ 1） 13（－ 8）
軽傷 22（＋ 6） 147（＋ 11）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 ７月 平成23年累計
火災 3 （＋ 3） 12 （＋ 3）
救急 144 （＋ 21） 1,054 （＋ 136）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは� ☎43・6899�まで

市長あいさつ

市
制
施
行
を
祝
い

９
月
１
日
に
記
念
式
典

記念式典を挙行

　

昭
和
26
年
９
月
１
日
に
産
声
を

上
げ
て
か
ら
、
60
年―

。
平
成
23

年
９
月
１
日
、
赤
穂
市
は
市
制
施

行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
記
念
式
典

が
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
赤
穂
観
光
大
使
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
家 

斎
藤
寿
孝（
じ

ゅ
こ
う
） 

さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
独
奏
で
幕
を
開
け
、
明
石
副

市
長
に
よ
る
開
会
の
あ
い
さ
つ
、

物
故
者
及
び
震
災
犠
牲
者
へ
の
黙

祷
が
行
わ
れ
、
続
い
て
赤
穂
出
身

の
声
楽
家 

土
井
美
穂
さ
ん
が
国

歌
を
独
唱
し
ま
し
た
。

　

記
念
表
彰
で
は
、
市
政
特
別

功
労
者
顕
彰
及
び
市
政
特
別
感

謝
状
、
市
政
功
労
者
感
謝
状
を
贈

呈
。
長
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え

ま
し
た
。（
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
３

～
５
ｐ
に
掲
載
）

　

式
典
に
は
姉
妹
都
市
の
茨
城
県

笠
間
市
や
熊
本
県
山
鹿
市
な
ど
か

ら
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
出
席
い

た
だ
き
節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
団
体

「
チ
ャ
ン
テ
ィ
・
マ
マ
」の
皆
さ
ん

が「
市
歌
」と「
愛
す
る
街
～
赤
穂

～
」を
合
唱
、
式
典
に
花
を
添
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
市
内
中
学
生
が
市
民
憲

章
を
朗
読
し
、
市
制
施
行
60
周
年

記
念
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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2011年

ときめき赤穂　市制60周年

平成23年（2011）９月１日 赤穂市制施行

60周年

木
村
音
彦　

赤
穂
市
自
治
会
連

合
会
会
長
さ
ら
に
は
多
年
に
わ

た
り
自
治
会
連
合
会
副
会
長
と

し
て
市
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

瀨
尾
貞
夫　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
農
業
委
員
会
会
長
さ
ら
に
は

農
業
総
代
と
し
て
農
業
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
文
代　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
消
費
者
協
会
会
長
さ
ら
に
は

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
公

共
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

平
野
新
作　

多
年
に
わ
た
り
赤

穂
市
農
業
委
員
会
会
長
と
し
て

農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

邉
見
公
雄　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
民
病
院
院
長
さ
ら
に
は
名
誉

院
長
と
し
て
医
療
行
政
の
向
上

発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に

公
共
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

萬
代
新
一
郎　

多
年
に
わ
た
り
赤

穂
市
自
治
会
連
合
会
副
会
長
さ

ら
に
は
地
区
自
治
会
長
と
し
て

市
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

睦
谷　

博　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
自
治
会
連
合
会
会
長
さ
ら
に

は
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
長
と
し
て
市
民
福
祉
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市
政
特
別
功
労
者
顕
彰

市
政
特
別
功
労
者
顕
彰

市
政
の
功
労
者
に
対
し

特
別
功
労
者
顕
彰
・
感
謝
状

功
労
者
感
謝
状
を
贈
呈

市
政
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
、
市
政
特
別
功
労
者
の
顕
彰（
７
名
）を
は
じ

め
、
特
別
感
謝
状（
９
名
）、
感
謝
状（
２
９
７
名
、

５
団
体
）の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

写真1　60周年記念表彰。豆田市長より市政に功績のあった方々に、市政特別功
労者顕彰、市政特別感謝状、市政功労者感謝状を贈りました。写真2　昭和56年、
市制30周年を記念して制定された市民憲章を、中学校３年生５名（右から坂越中 
中林大直（だいち）さん、有年中 村井桃果さん、東中 今井志彦（ゆきひこ）さん、西
中 河部絵梨果さん、赤中 川上拓哉さん）が元気よく朗読。写真3　赤穂観光大使
の斎藤寿孝さんによるオープニングのハーモニカ演奏。写真4　厳かに国家を独
唱。赤穂出身の声楽家の土井美穂さん。写真5　市制30周年に制定された「赤穂市
歌」と市民児童合唱団のオリジナルソング「愛する街～赤穂～」を合唱する女性コー
ラスグループ「チャンティ・ママ」の皆さん。

1

2

34

5
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西
山
松
之
助　

多
年
に
わ
た
り

本
市
文
化
の
興
隆
に
尽
く
さ
れ

る
と
と
も
に
名
誉
市
民
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

荻
野
和
四
郎　

多
年
に
わ
た
り
赤

穂
市
民
病
院
院
長
及
び
病
院
事

業
管
理
者
、
名
誉
院
長
と
し
て

医
療
行
政
の
向
上
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

金
井
英
敏　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
議
会
議
員
及
び
議
長
と
し
て

市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

高
井　
　
　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
議
会
議
員
及
び
議
長
と
し
て

市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

髙
力
芳
春　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
議
会
議
員
及
び
議
長
と
し
て

市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

竹
一
義
一　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
議
会
議
員
及
び
議
長
と
し
て

市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
野
古
智
陸　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
消
防
団
長
及
び
副
団
長
と
し

て
消
防
活
動
の
推
進
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

濵
嵜
芙
蓉
子　

多
年
に
わ
た
り
赤

穂
市
連
合
婦
人
会
会
長
及
び
副

会
長
と
し
て
福
祉
の
増
進
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

前
田　

薫　

多
年
に
わ
た
り
赤
穂

市
議
会
議
員
及
び
議
長
と
し
て

市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

◦
総
括
部
門（
42
名
）

有
田
英
一　

有
田
光
一　

有
吉
一

美　

礒
家　

一　

板
橋
美
作
男　

江
見
美
里　

奥
道
義
巳　

川
本
孝

明　

北
爪
照
夫　

木
山
正
規　

重

松
英
二　

小
路
克
洋　

多
田
憲
子

谷
中
茂
毅　

田
端
智
孝　

玉
木
栄

太
郎　

鶴
亀
富
司　

東
南
公
雄　

中
西
優　

永
安
弘　

西
田
隆
男　

西
山
忠
夫　

根
来
良
一　

橋
本
勝

利　

濱
田
正
明　

濱
村
秀
男　

林

直
樹　

林
賴
夫　

葊
瀬
充　

深
井

延
浩　

藤
本
敏
弘　

本
田
潤　

松

田
正
久　

松
原
宏　

松
本
舍
夫　

眞
殿
二
充　

三
谷
幸
雄　

宮
本
邦

夫　

室
井
久
和　

山
﨑
正
信　

山

田
清
治　

山
手
良
友

◦
教
育
部
門
・
59
名

赤
井
高
之　

赤
井
亨　

飯
塚
正
史

井
口
昌
彦　

池
田
康
之　

伊
多
香

代
子　

伊
東
且
裕　

入
江
秀
史　

氏
平
源
吾　

上
塩
一
太
郎　

大
ケ

瀬
繁
美　

大
嶋
芬　

大
田
秀
美　

太
田
洋
一　

大
鷹
正
明　

大
塚
忠

弘　

起
塚
典
子　

小
椋
孝
子　

折

方
啓
三　

金
碇
庄
平　

金
家
伸
祐

蒲
地
祥
浩　

亀
井
直
就　

木
曽
文

人　

葛
島
好
巳　

久
保
良
道　

黒

田
和
司　

米
谷
朝
五
郎　

阪
田
猛

佐
方
直
陽　

鈴
木
良
𠮷　

髙
瀨
愛

子　

伊
達
智
惠
子　

田
邊
悦
生　

谷
中
進　

田
淵
禎　

富
岡
圭
吾　

富
田
千
代
子　

中
川
研
造　

中
田

稔
行　

中
田
守
正　

中
道
政
勝　

　

川
瑞
穗　

西
山
啓
二　

長
谷
川

徹　
　

房
龍
生　

久
田
秀
子　

藤

田
晴
基　

松
本
保　

三
木
哲　

峯

近
高
明　

三
宅
敏
正　

宮
崎
義
則

元
岡
善
治　

安
永
省
輔　

山
田
和

子　

山
田
昌
弘　

山
本
亜
生　

渡

邉
節
雄

◦
福
祉
部
門
・
69
名

阿
賀
道
子　

有
田
き
み
子　

粟
井

鐵
芳　

粟
田
典
伸　

飯
尾
義
明　

池
田
正
男　

井
本
千
代
子　

岩
井

壽
々
子　

魚
住
昌
生　

浮
田
和
子

馬
場
二
三
男　

上
住
清
哉　

大
澤

睦
子　

大
西
平
八
郎　

岡
本
み
ど

り　

奥
道
千
代
榮　

尾
崎
昌
宏　

籠
谷
伸
策　

柏
原
博
子　

片
上
繁

夫　
　

上
光
子　

金　

智
惠
子　

釜
永
道
子　

川
端
良
子　

川
原
洋

三　

木
本
岩
夫　

久
須
暉　

黒
田

美
奈
子　

小
島
愛
子　

米
谷
康
子

櫻
間
五
十
鈴　

霜
尾
孝
紹　

杉
本

台
藏　

鈴
木
三
惠
子　

炭
田
喜
久

美　

田
中
貞
夫　

谷
正
行　

釣
本

清
司　

頭
金
彌
壽
子　

鳥
羽
曉　

中
川
豊
子　

中
村
笑
子　

中
元
龍

己　

鍋
川
米
一　

沼
田
覚　

橋
本

チ
ヅ
コ　

久
野
千
鶴
子　

平
野
美

智
子　

葊
瀬
巧　

葊
田
政
子　

前

田
一
江　

前
田
薫
子　

前
原
喜
和

子　

槙
美
智
代　

松
尾
千
ず
子　

松
岡
敏
子　

松
本
松
枝　

松
本
三

男　

豆
田
喜
美
惠　

丸
谷
和
弘　

　

代
一
三　

三
島
市
雄　

村
上
順

照　

村
上
隆
進　

本
家
洋
史　

山

野
育
代　

横
山
文
子　

横
山
ゆ　

の　

涌
元
雅
代

◦
保
健
衛
生
部
門
・
８
名

赤
井
崇
郎　

石
川
和
夫　

今
井
眞

治　

内
海
嘉
治　

住
所
知
之　

寺

田
晋
一
郎　

西
田
勝　

前
川
渉

◦
産
業
部
門
・
15
名

大
西
龍
彦　

岡
田
房
子　

川
原
只

好　

寒
川
信
男　

小
西
利
夫　

清

山
美
千
子　

宗
進
一
一　

谷
中
富

久
枝　

寺
田
祐
三　

中
本
政
幸　

葊
門
幸
司　

前
田
哲　

丸
山
葊
武

山
﨑
靖
夫　

山
本
喜
也

◦
消
防
公
安
部
門
・
12
名

岩
﨑
壽
則　

大
橋
博
文　

起
塚
元

酒
田
宗
一　

大
道
喬　

橋
本
清

平
尾
一
男　

望
月
昌
次　

柳
原
義

宏　

山
谷
忠
則　

山
脇
明
男　

横

田
孝
敏

◦
自
治
振
興
部
門
・
92
名

赤
松
弘
雄　

秋
山
義
之　

尼
子
公

一　

有
田
茂　

有
吉
清
史　

粟
井

定
夫　

井
口
淺
夫　

井
上
弘
治　

江
端
正
雄　

大
河
葊
明　

大
崎
清

大
鹿
雄
康　

太
田
耕
一　

太
田
孝

雄　

岡
榮　

岡
勝　

岡
野
良
治　

奥
野
貞
夫　

尾
上
佳
一　

柏
野
幸

男　

柏
原
登　

片
岡
宏
二
朗　
　

市
政
特
別
感
謝
状

市
政
特
別
感
謝
状

市
政
功
労
者
感
謝
状

市
政
功
労
者
感
謝
状

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花亮 礪

萬
片
花

亮 礪
萬
片
花亮 礪

萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花

亮 礪
萬
片
花
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2011年

ときめき赤穂　市制60周年

山
宏　

金
谷
昭
一　

金
谷
義
雄　

亀
井
義
明　

河
西
義
勝　

河
原
忠

善　

間
鍋
善
司　

木
虎
春
男　

木

村
繁
之　

木
村
照
三　

木
村
敏
明

國
重
正
義　

粂
田
幸
男　

小
島
和

夫　

小
林
達
郎　

榊
敏　

櫻
井
巖

柴
田
博　

新
船
毅　

末
政
拓
雄　

高
田
國
弘　

竹
本
隆　

谷
口
重
雄

寺
田
忠　

突
々
郁
夫　

豊
田
武　

長
田
進　

中
村
政
好　

西
江
紘
一

郎　

西
本
重
城　

西
山
毅　

新
田

純
士　

沼
田
昌
美　

橋
本
博
幸　

畑
中
靖
之　

平
島
勝　

平
野
克
己

平
野
孝
昭　

平
野
勝　

福
田
洋
三

藤
原
正
昭　

古
江
實
夫　

旧
林
茂

存　

古
林
鐵
雄　

本
田
勝
一　

前

田
政
一　

前
田
護　

松
原
昭
男　

松
原
貞　

松
原
光
義　

三
島
芳
延

水
野
純
夫　

宮
地
信
作　

村
下
龍

彦　

室
井
眞
智
子　

八
木
洋
造　

山
口
博
美　

山
口
弘
芳　

山
﨑
隆

雄　

山
﨑
昇　

山
﨑
秀
一　

山
下

光
俊　

山
田
勝
利　

山
田
春
美　

山
本
薫　

山
本
光
雄　

𠮷
栖
知
己

和
田
只
夫　

綿
田
勝
治　

渡
代
嘉

継◦
地
域
振
興
部
門
・
５
団
体

あ
こ
う
絵
マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル

実�

行
委
員
会　

平
成
16
年
に
設
立

以
来
、
子
ど
も
た
ち
に
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
絵
地
図
を
作
成

す
る
場
を
提
供
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
や
作
品
展
示
の
開
催
に
よ
り

地
域
の
魅
力
の
再
発
見
や
郷
土

愛
の
醸
成
、
ま
ち
づ
く
り
意
識

の
向
上
に
努
め
る
な
ど
、
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

尾�

崎
の
ま
ち
を
考
え
る
会　

平
成

11
年
に
設
立
以
来
、
安
心
・
安

全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
に
、
地
区
住
民
懇
談
会
や
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

「
ま
ち
づ
く
り
構
想
」を
提
言
す

る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ま
ち
づ
く
り
学
習
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

坂�

越
の
ま
ち
並
み
を
創
る
会　

平

成
４
年
に
設
立
以
来
、
伝
統
あ

る
美
し
い
ま
ち
並
み
景
観
を
守

り
、
創
り
、
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
企
画
展
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
を
行
う
と
と
も
に
、

ま
ち
並
み
景
観
形
成
の
た
め
の

広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
す
る

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

周
世
ふ
れ
あ
い
市
場
企
業
組
合

　

 

平
成
11
年
に
設
立
以
来
、「
周

世
ふ
れ
あ
い
市
場
」に
お
い
て
、

地
元
農
産
物
の
直
売
や
加
工
販

売
を
実
施
し
、
創
意
工
夫
を
生

か
し
た
自
主
的
な
活
動
に
よ
り

地
域
活
力
や
地
域
の
知
名
度
を

高
め
る
な
ど
、
地
産
地
消
の
推

進
や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
塩
屋
を
つ
く
る
会

　

 

平
成
15
年
設
立
以
来
、
防
災
に

強
く
、
安
心
・
安
全
・
快
適
で

魅
力
あ
る
、
住
み
続
け
た
く
な

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

に
、
都
市
公
園
の
基
本
プ
ラ
ン

を
提
言
す
る
と
と
も
に
、「
防
災

井
戸
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
塩
屋

地
区
に
全
戸
配
布
す
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

赤
穂
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
９
月
15
日
、
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
新
し

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
す
べ

て
の
人
が
利
用
し
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
作
成
し
ま
し
た
。

主
な
特
徴

◦�

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ご
と
の

情
報
提
供
な
ど
、
利
用
す

る
人
に
あ
わ
せ
た
ペ
ー
ジ

構
成
と
し
ま
し
た
。

◦�
文
字
の
拡
大
や
背
景
色
の

変
更
な
ど
、
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

問
秘
書
広
報
課

 

☎
43
・
６
８
７
０

　

 

企
画
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

 

☎
43
・
６
８
５
１

　

赤
穂
市
の
概
要
を
ま
と
め

た
市
勢
要
覧
を
作
成
し
ま
し

た
。
広
報
あ
こ
う
９
月
号
に

あ
わ
せ
て
お
届
け
し
ま
す
。

内
容
は
目
標
と
す
る
都
市
像

「
人
が
輝
き 

自
然
と
歴
史
・
文

化
が
薫
る 

や
さ
し
い
ま
ち
」

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

赤
穂
市
60
年
の
あ
ゆ
み
な
ど

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

訂
正
と
お
詫
び

　

市
勢
要
覧
12
ペ
ー
ジ
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す

誤　

 

自
立
と
協
働
の
ま
ち
を
目

指
し
て

正　

�

自
律
と
協
働
の
ま
ち
を
目

指
し
て

問
秘
書
広
報
課

 

☎
43
・
６
８
７
０

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て

市
勢
要
覧（
市
民
版
）を

お
届
け
し
ま
す

赤
穂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
す

http://www.city.ako.lg.jp
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敬
老
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
の
方
々
に
感
謝
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
長
寿
を
祝
う
こ
と
を
目
的

に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
か
ら
ご
近
所
の
人
の
顔
が
身
近

に
見
え
る
、
ま
ち
づ
く
り
単
位
や

自
治
会
単
位
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

敬
老
会
を
地
元
で
開
催
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色

を
活
か
し
た
敬
老
会
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
地
域
の
取

り
組
み
が
、
昨
今
よ
く
言
わ
れ
る

「
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
」し

て
い
る
問
題
を
解
決
す
る
糸
口
に

も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
、
地
域
や
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
、「
絆
」を
大
切
に

す
る
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
敬
老
会
を
実
施
す
る
こ
と

が
、
そ
う
し
た「
高
齢
者
を
見
守

る
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
地

域
で
進
め
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

９
月
15
日
は
、
老
人
福
祉
法
上

「
老
人
の
日
」と
定
め
ら
れ
、
９

月
15
日
～
21
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
老
人
週
間
」と
し
て
全
国
各
地
で

長
寿
を
祝
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
15
年
か
ら「
敬
老
の

日
」は
、
９
月
の
第
３
月
曜
日
と

な
り
、
今
年
は
９
月
19
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
９
月
２
日
、
市
長
、

市
議
会
議
長
、
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
長
、
連
合
自
治
会
長
が
、
市

内
最
高
齢
者
等
の
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

◦
男
性
最
高
齢
・
加
里
屋

　

井
藤　

素
一
さ
ん（
105
歳
）

◦
女
性
最
高
齢
・
大
町

　

土
佐　

せ
い
さ
ん（
104
歳
）

【
赤
穂
市
祝
金
】

　

�

米
寿（
88
歳
）　

２
万
円

　

大
正
11
年
９
月
17
日
～

　

 

大
正
12
年
９
月
16
日
生
ま
れ
の

人

　

� 

白
寿（
99
歳
）　

３
万
円

　

明
治
44
年
９
月
17
日
～

　

 

大
正
元
年
９
月
16
日
生
ま
れ
の

人
【
兵
庫
県
祝
品
】

　

� 

１
０
０
歳　

知
事
の
祝
状
・
記

念
品

　

明
治
44
年
４
月
１
日
～

　
 

大
正
元
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の

人 

敬
老
会
で
地
域
の
絆
を
再
確
認

敬
老
会
で
地
域
の
絆
を
再
確
認

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会

敬
老
祝
金
等
が

贈
呈
さ
れ
ま
す

敬
老
祝
金
等
が

贈
呈
さ
れ
ま
す

▽▽▽▽▽▽

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

地域全体で支えあう、
心ふれあうまちづくりを目指して
地域全体で支えあう、
心ふれあうまちづくりを目指して

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

地域の「絆」を確認するきっかけにもな
る敬老会。（写真は昨年実施の尾崎宝崎
地区敬老会の様子）

　

現
在
60
の
単
位
老
人
ク
ラ

ブ（
会
員
総
数
3
，１
７
３
人
）

が
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
、
自
分
の
生
活
や
地
域

を
豊
か
に
す
る
た
め
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
地

域
の「
支
え
手
」と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
団

体
が
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
主
軸
と
し
て
お
り
、
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
に
必
要

不
可
欠
な
存
在
と
し
て
の
役

割
を
担
う
存
在
で
あ
る
た
め

で
す
。

　

概
ね
60
歳
以
上
な
ら
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
あ

な
た
も
新
し
い
仲
間
を
見
つ

け
、
豊
か
な
高
齢
期
を
送
る

た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

問
介
護
福
祉
課

 

☎
43
・
６
８
０
９

地
域
を
支
え
る

老
人
ク
ラ
ブ
に

�

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
を
支
え
る

老
人
ク
ラ
ブ
に

�

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
の
支
え
手
と
し
て
注
目

地
域
の
支
え
手
と
し
て
注
目

60
歳
以
上
な
ら
誰
で
も

入
会
で
き
ま
す

60
歳
以
上
な
ら
誰
で
も

入
会
で
き
ま
す

敬老会対象者数� （7月31日現在）

地区名 対象者数 男 女

赤 穂 1,159 433 726

城 西 797 279 518

塩 屋 1,039 350 689

西 部 421 160 261

尾 崎 974 376 598

御 崎 525 199 326

坂 越 680 288 392

高 雄 394 151 243

有 年 599 219 380

合 計 6,588 2,455 4,133

※対象者　平成23年９月15日現在で75歳以上になる人
　　　　　（昭和11年９月16日以前に生まれた人）
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ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
が

寝
室
に
火
災
警
報
器
を
購
入
設
置

し
た
と
き
１
軒
に
つ
き
１
個
ま
で

5
，０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

◦ 

申
請
受
付
期
間　

平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で

◦ 

対
象
者　

75
歳
以
上
の
高
齢
者

の
み
の
世
帯

◦ 

火
災
警
報
器

の
種
類　

　

 

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

の
つ
い
た
煙

感
知
器

　

日
常
生
活
が
困
難
に
な
っ
た

時
、
掃
除
や
買
い
物
な
ど
の
家
事

援
助
に
つ
い
て
の
み
、
赤
穂
市

ホ
ー
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
42
・

３
３
７
６
）の
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣

し
ま
す
。（
週
２
回
、
１
回
１
時
間

が
限
度
）

◦ 
対
象
者　

日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
65
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
人
、
ま
た
は
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
で
、
い
ず
れ

も
介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な

い
人

◦ 

利
用
者
負
担　

利
用
料
金
１
時

間
あ
た
り
９
０
０
円
の
う
ち
１

割

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
に
な
る
た
め
の
講
座
で

す
。
受
講
す
る
と
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
が
も
ら
え
ま
す
。
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
が
講
師
と
な
り
、
地
域
や

職
場
、
学
校
な
ど
に
出
向
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
講
座
を
ご
計
画
く
だ

さ
い
。

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等

火
災
警
報
器
購
入
助
成
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等

火
災
警
報
器
購
入
助
成
事
業

赤
穂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

赤
穂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
自
立
と
生
活
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
以
外
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課　

☎
43
・
６
８
０
９

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

平
成
23
年
度 

敬
老
長
寿
ふ
れ
あ
い
事
業

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

９
月
は
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

「
相
談
窓
口
」
を
紹
介
し
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
が
、
各
中
学
校
区
に
１
ヵ
所
ず
つ
設
置
さ
れ
て
い
る
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な

ど
の
在
宅
福
祉
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
役

所
に
も
在
宅
福
祉
相
談
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

在宅福祉相談窓口
市役所１階　介護福祉課内
 ☎４３・９８４３

赤穂・城西地区
在宅介護支援センターはくほう
 ☎４５・１１１４

市内全域
赤穂市地域包括支援センター
 ☎４２・１２０１

尾崎・御崎地区
在宅介護支援センターしおさい
 ☎４２・０５１９

塩屋・西部地区
在宅介護支援センターやすらぎ
 ☎４３・６４２４

高雄（一部）・有年地区
千種の苑在宅介護支援センター
 ☎４９・２８８７

坂越・高雄（一部）地区
在宅介護支援センターいきしま
 ☎４６・８１８２

真殿 井口 藤定 駒田 矢竹

阿部 山本 小柴

中田 綿屋 梁瀬 橋本 春名

金谷 岡部 小西 平井 木本 曽谷

7 No.717  �011年 9月



①
気
づ
く

　

普
段
と
違
う
発
言
や
行
動
が

見
ら
れ
た
り
、
心
の
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
が
発
す
る
次
の
よ
う

な
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、「
ど

う
し
た
の
？
」、「
眠
れ
て
る
？
」、

「
な
ん
か
つ
ら
い
こ
と
あ
っ
た
？

よ
か
っ
た
ら
話
し
て
」な
ど
、
自

分
に
で
き
る
声
か
け
を
し
ま
し

ょ
う
。

　

�

突
然
泣
き
出
し
た
り
イ
ラ
イ

ラ
を
爆
発
さ
せ
る
な
ど
、
感

情
が
不
安
定

　

�

性
格
が
急
に
変
わ
っ
た
よ
う

に
見
え
る

　

�

身
な
り
を
構
わ
な
く
な
っ
た

よ
う
に
見
え
る

　

�

こ
れ
ま
で
に
関
心
の
あ
っ
た

こ
と
に
興
味
を
失
っ
た
よ
う

に
見
え
る

　

�

無
断
欠
勤
し
た
り
、
行
方
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る

　

�

交
際
が
減
り
、
引
き
こ
も
り

が
ち
に
な
っ
た

　

�

極
端
に
食
欲
が
な
く
な
り
、

体
重
が
減
っ
た
よ
う
に
見
え

る

　

�

よ
く
眠
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

　

�

さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不
調
を
訴

え
て
い
る

　

�

身
近
な
人
の
死
を
経
験
し
た

　

�

ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
を
乱
用

し
て
い
る

　

�

自
殺
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る

②
話
に
耳
を
傾
け
る（
傾
聴
）

　

話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
訴
え

や
気
持
ち
を
否
定
せ
ず
、
そ
の

気
持
ち
を
肯
定
的
に
理
解
す
る

と
、
そ
の
人
は
満
足
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
て
、
本
来
の
自
分

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
切
な
人
を
支
え
る
う
え
で
常

に
心
が
け
た
い
こ
と
で
す
。
表

面
的
な
励
ま
し
は
逆
効
果
で
す
。

③
つ
な
ぐ

　

心
の
病
気
や
経
済
的
な
問
題

等
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
医
療
機
関
や
専
門
機
関
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

④
見
守
る

　

一
見
元
気
に
な
っ
た
よ
う
に

見
え
て
も
、
悩
み
は
繰
り
返
し

頭
を
占
め
る
も
の
で
す
。
本
人

が
完
全
に
乗
り
越
え
る
ま
で
、

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ

っ
く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽▽▽▽▽▽

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

▽▽▽▽▽▽相
談
機
関

　

保
健
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
９
８
５
５

　

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所

 
☎
43
・
２
３
２
１

相
談
機
関

　

保
健
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
９
８
５
５

　

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所

 
☎
43
・
２
３
２
１

自殺予防週間です
９月10日～16日は

あなたにもできる
４つの行動

　気づく、話に耳を傾ける、つなぐ、見守
る。４つの行動が大切な人の命を守ります。
あなたにもできる。９月10日～ 16日は自
殺予防週間です。

問い合わせ先　
　　　　保健センター ☎４３・９８５５

あ
こ
う
食
育
フ
ェ
ス
タ

�

in
イ
オ
ン
赤
穂
店

ふ
る
さ
と
の
味　

試
食
会

　

赤
穂
の
郷
土
料
理
っ
て
？
調

理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か

ら
学
ぶ
食
文
化
講
座
。
つ
な
し

寿
司
や
お
は
ぎ
の
調
理
実
演
も

行
い
ま
す
。
試
食
つ
き
。

日
程　

９
月
19
日（
月
・
祝
）

　

�

１
回
目　

午
後
１
時
30
分
～

　

�

２
回
目　

３
時
～

場�

所　

イ
オ
ン
赤
穂
店
２
階 

文

化
教
室

申
込　

不
要

定
員　

各
回
先
着
50
名

参
加
料　

無
料

あ
こ
う
食
育
フ
ェ
ア
２
０
１
１

　

生
活
の
基
本
と
な
る
食
に
つ

い
て
共
に
学
び
、
考
え
ま
し
ょ

う
！

日
時　

　

 

10
月
19
日（
水
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館

テ
ー
マ

　

食
の
力
を
地
域
に
発
信

内
容

　

�

事
例
発
表 

午
後
１
時
30
分
～

　

�

基
調
講
演 

午
後
２
時
～

　

 

総
合
医
療
研
究
所 

所
長

　

金
華
洙（
き
む
ふ
ぁ
す
）氏

　

 「
脳
か
ら
元
気
に
な
る
健
康
生

活
」

　

�

食
と
健
康
コ
ー
ナ
ー(

食
事
バ

ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
・
骨
密
度

測
定
・
血
管
推
定
年
齢
測
定
・

手
洗
い
チ
ェ
ッ
ク
な
ど)

　

�

食
文
化
コ
ー
ナ
ー
（
郷
土
料

理
の
試
食
）

　

�

地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
（
地
場

農
産
物
及
び
加
工
品
の
展
示
・

販
売
）

　

�

学
校
給
食
コ
ー
ナ
ー
（
学
校

給
食
の
展
示
な
ど
）

　

�

食
育
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
食
育

活
動
紹
介
な
ど
）

▽▽▽▽

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

食育フェスタ
食育フェアを開催します

毎月19日は食育の日

問い合わせ先　保健センター ☎４３・９８５５
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◦
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

現
在
日
本
で
は
１
年
間
に
約

２
４
，０
０
０
人
の
新
し
い
結
核

患
者
が
発
生
し
、
２
，０
０
０
人

以
上
の
人
が
結
核
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

結
核
は
決
し
て
過
去
の
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
結
核
と
は

　

結
核
と
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て

主
に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気

で
す
。

　

結
核
菌
の
混
ざ
っ
た
痰
が
咳

や
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に
空
気
中

に
飛
び
散
り
、
そ
れ
を
周
り
の
人

が
直
接
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
感
染
が
お
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
空
気
感
染
」と
い
い
ま
す
。

　

結
核
に
感
染
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
必
ず
発
病
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
10
人
が
結
核
に

感
染
し
た
場
合
、
発
病
す
る
の

は 

１
人
か
ら
２
人
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
通
常
は
免
疫
機
能
が
働

い
て
結
核
菌
の
増
殖
を
お
さ
え

ま
す
が
、
高
齢
者
な
ど
免
疫
力
が

弱
ま
っ
て
発
病
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。

◦
発
病
し
た
ら
…

　

も
し
結
核
を
発
病
し
た
と
し

て
も
、
痰
の
中
に
結
核
菌
が
出
て

い
な
い
場
合
は
、
他
人
に
感
染
さ

せ
る
恐
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
重
症

の
場
合
で
も
薬
を
飲
み
始
め
る

と
、
痰
の
中
の
結
核
菌
は
激
減
し

ま
す
。
咳
が
止
ま
れ
ば
周
り
の
人

に
感
染
さ
せ
る
危
険
性
は
少
な

い
の
で
、
心
配
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◦
早
期
発
見
が
大
切
で
す

　

結
核
は
注
意
し
て
い
れ
ば
、
そ

れ
ほ
ど
怖
が
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
２
週
間
以
上
咳
が
続
く
場

合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
早
期
発
見
は
本
人
の
重
症

化
を
防
ぐ
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

大
切
な
家
族
や
職
場
等
へ
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
重
要

で
す
。

　

結
核
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
、

予
防
の
第
一
歩
で
す
。

結核予防週間です
９月24日～30日は

正しく知って予防しよう
問い合わせ先
　赤穂健康福祉事務所 地域保健課 ☎４３・２３２１

秋期ポリオ（小児まひ）
予防接種を実施します

●�対象者　生後３ヵ月から７歳６ヵ月に至るまでの乳
幼児
●接種回数・受け方
　２回（１回目との間隔を41日以上あける）
●費用　無料
●�接種を希望する人は直接会場へお越しください。ま

た会場移動のため、時間内に受け付けをしていない人
は接種できない場合がありますのでご注意ください。
問保健センター　☎４３・９８５５

日　　　　　　時 会　　場

10月20日㈭
14：00 ～ 14：30 高 雄 公 民 館

15：00 ～ 15：30 有 年 公 民 館

21日㈮
13：00 ～ 14：00 御 崎 公 民 館

14：30 ～ 15：30 尾 崎 公 民 館

24日㈪
13：30 ～ 14：30 塩 屋 公 民 館

15：00 ～ 15：30 赤穂西公民館

25日㈫ 13：30 ～ 14：30 坂 越 公 民 館

28日㈮
13：00 ～ 14：00 城 西 公 民 館

14：30 ～ 15：30 総合福祉会館

９月９日は「救急の日」
地域の救急医療を大切に！

● 身近なところで受診できる「かかりつけ医」を持ちま
しょう。

● 具合が悪い場合は、なるべく医療体制の整っている
平日の診療時間内に受診を。また、夜間や休日に急
病になった場合は、必要に応じて休日当番医等を受
診しましょう。

● 症状が重篤の場合は119番へ連絡しましょう。
● 子どもの急病やケガで、緊急に受診するかどうか迷

った場合は、以下をご利用ください。

▽兵庫県小児救急医療電話相談

　☎　＃８０００

▽ダイヤル回線、IP 電話からは

　☎　０７８・７３１・８８９９
　相談時間
　　平日は18時～ 24時
　　日曜・祝日・年末年始は９時～ 24時

▽こどもの救急ＨＰ
　対象＝生後１ヵ月～６歳

　　http://kodomo-qq.jp/
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赤
穂
市
の
下
水
道
は
、
昭
和
56

年
９
月
１
日
供
用
開
始
以
来
、
本

年
９
月
で
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

供
用
開
始
初
年
度
の
下
水
道
普

及
率
は
14
・
9
％
で
し
た
が
、
平

成
23
年
3
月
末
の
農
業
集
落
排
水

事
業
等
を
含
め
た
普
及
率
は
99
・

3
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
普
及
率
は
、
全
国
85
・
7

％
、
兵
庫
県
98
・
1
％
（
平
成
21

年
度
末
）を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

日
時　

　

 

９
月
23
日（
金･

祝
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午（
雨
天
決
行
）

場
所　

下
水
管
理
セ
ン
タ
ー

主
な
内
容

　

�

水
洗
化
促
進
月
間
応
募
作
品
展

　

�

下
水
道
30
周
年
の
写
真
パ
ネ
ル

展

　

�「
赤
穂
市
の
下
水
道
」ビ
デ
オ
上

映
会

　

�

施
設
見
学
会（
参
加
自
由
）

　

�

模
擬
店　

な
ど

　

9
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」で

す
。「
下
水
道 

生
き
も
の
す
べ
て

の 

い
の
ち
の
わ
」（
平
成
22
年
度

国
土
交
通
大
臣
賞
受
賞
標
語
）を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
的
な
下
水

道
推
進
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

赤
穂
市
に
お
い
て
も
、
9
月
を

「
水
洗
化
促
進
月
間
」と
定
め
、
下

水
道
に
関
す
る
作
品
を
募
集
し
、

下
水
道
の
整
備
と
水
洗
化
の
促
進

に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

優
秀
作
品
展

① 

９
月
13
日（
火
）～
22
日（
木
）、

市
役
所
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル

② 

９
月
23
日（
金･

祝
）～
30
日

（
金
）、
下
水
管
理
セ
ン
タ
ー

③ 

10
月
13
日（
木
）～
24
日（
月
）、

プ
ラ
ッ
ト
赤
穂
２
階
通
路
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（
映
画
館
横
）で
展
示

予
定
で
す
。

　

台
所
の「
流
し
」か
ら
野
菜
く
ず

や
残
飯
な
ど
の
生
ご
み
や
、
油
を

流
す
と
、
下
水
道
か
ら
悪
臭
が
発

生
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

固
形
物
で
あ
る
生
ご
み
や
、
流
さ

れ
た
油
は
、
下
水
管
内
部
で
固
ま

り
、
こ
び
り
付
い
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詰
ま
る
原
因
に
な

る
の
で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
油
は
必
ず
固
形
に
す
る

か
紙
や
布
な
ど
に
し
み
こ
ま
せ
、

十
分
に
冷
え
て
か
ら
、
燃
や
す
ご

み
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

上
下
水
道
部 

総
務
課

 

☎
43
・
６
８
３
２

　

 （
下
水
道
使
用
料
・
受
益
者
負

担
金
に
関
す
る
こ
と
等
）

　

�

上
下
水
道
部 

下
水
道
課（
下
水

管
理
セ
ン
タ
ー
）

 

☎
45
・
２
２
６
３

　

 （
下
水
道
工
事
・
排
水
設
備
工

事
・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助

金
に
関
す
る
こ
と
等
）

市
制
60
周
年
・
下
水
道
30
周
年

記
念
事
業

「
下
水
道
ま
つ
り
」開
催

市
制
60
周
年
・
下
水
道
30
周
年

記
念
事
業

「
下
水
道
ま
つ
り
」開
催

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

９
月
は
水
洗
化
促
進
月
間

９
月
は
水
洗
化
促
進
月
間

台
所
の「
流
し
」か
ら
生
ご
み
や

油
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

台
所
の「
流
し
」か
ら
生
ご
み
や

油
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

下
水
道
に
関
す
る

相
談
・
問
い
合
わ
せ

下
水
道
に
関
す
る

相
談
・
問
い
合
わ
せ

▽▽▽▽

●赤穂市の下水道のあゆみ

昭和49年 ８月 下水道事業都市計
画決定

12月 下水道事業認可

昭和50年 12月 公共下水道事業着手

昭和53年 12月 赤穂市公共下水道
運営協議会設置

昭和54年 12月 赤穂市下水道条例
制定

昭和56年 ３月 加里屋中継ポンプ
場完成

８月 下水管理センター
完成

９月 下 水 道 供 用 開 始
（加里屋中洲、中

広地区）

昭和58年 １月 浜田中継ポンプ場
完成

昭和59年 ７月 西沖ポンプ場（雨
水）完成

９月 塩屋中継ポンプ場
完成

昭和60年 11月 尾崎中継ポンプ場
完成
千種川水管橋完成

昭和61年 10月 下水道使用料の改定
御崎中継ポンプ場
完成

昭和62年 ４月 南野中中継ポンプ
場完成

昭和63年 12月 鷏和ポンプ場完成

平成３年 ４月 磯浜中継ポンプ場
完成

平成５年 ９月 周世地区供用開始
（農集）

平成７年 ５月 有年原地区供用開
始（農集）

平成９年 １月 原新田地区供用開
始（農集）

９月 福浦処理区供用開始

平成10年 ３月 真殿中継ポンプ場
完成

４月 下水道使用料改定
有年牟礼地区供用
開始（農集）

平成11年 ４月 東有年地区供用開
始（農集）

平成12年 ３月 はりま台処理区供
用開始

４月 西有年第１地区供
用開始（農集）
西有年第２地区供
用開始（農集）

平成13年 ３月 古池処理区供用開始
大泊処理区供用開始

４月 有年楢原地区供用
開始（農集）

平成14年 12月 小島処理区供用開始

平成18年 ４月 下水道使用料改定

平成22年 １月 下水道使用料改定

 （農集）＝農業集落排水事業

９月１日は

赤穂市の下水道
供用開始30周年
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◦�

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
へ

　

求
職
登
録
を
行
い
、
技
能
、
職

業
適
性
、
知
識
、
希
望
職
種
な
ど

の
状
況
に
基
づ
き
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
方
式
に
よ
る
き
め
細
か
な
職
業

相
談
、
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◦�

障
が
い
者
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
、
雇
い
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

雇
用
管
理
上
の
配
慮
等
に
つ
い

て
の
助
言
や
、
必
要
に
応
じ
て

専
門
機
関
の
紹
介
、
各
種
助
成
金

（
障
害
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励

金
、
障
害
者
初
回
雇
用
奨
励
金

等
）
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
は
、
事
業

主
に
対
し
て
、
雇
用
す
る
労
働
者

の
１
・
８
％
（
法
定
雇
用
率
）以
上

は
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
よ
う
義

務
付
け
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
間
の
経
済
的
負
担
を
調

整
す
る
た
め
、
雇
用
す
る
障
が
い

者
が
一
人
不
足
す
る
ご
と
に
一
月

当
た
り
５
万
円
を
徴
収
し
、
そ
れ

を
原
資
と
し
て
、
法
定
雇
用
率
を

超
え
て
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
事

業
主
に
助
成
金
等
を
支
給
す
る
仕

組
み
が
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

で
す
。

◦�

対
象　

障
が
い
者
の
身
近
な
雇

用
の
場
で
あ
る
中
小
企
業
の

雇
用
状
況
改
善
を
図
る
目
的
か

ら
２
０
１
人
以
上
雇
用
す
る

事
業
主
（
減
額
特
例
に
よ
り
、

３
０
０
人
以
下
の
事
業
主
に

つ
い
て
は
、
納
付
単
価
は
４
万

円
）。

※ 
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
１
０
１

人
以
上
の
事
業
主
に
拡
大
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
短
時
間
労
働
も

法
定
雇
用
者
数
算
出
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
近

く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
こ
う

 

☎
42
・
２
３
７
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
姫
路
及
び
龍
野

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象

と
し
た
就
職
相
談
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

９
月
20
日（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場�

所　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

３
階
鳳
凰
の
間

内�

容　

障
が
い
者
と
求
人
者
が
一

堂
に
会
す
る
就
職
面
接
相
談
会

（
当
日
は
履
歴
書
・
障
害
者
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
こ
う

 

☎
42
・
２
３
７
６

　

障
が
い
者
雇
用
の
ヒ
ン
ト
と
な

る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

９
月
21
日（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

文
化
会
館 

２
階
学
習
室

テ�

ー
マ　
『
精
神
障
が
い
者
の
就

業
上
の
留
意
点
』

講�

師　

た
つ
の
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
い
ね
い
ぶ
る

　

理
事
長　

宮
崎
宏
興
氏

参
加
料　

無
料

問
観
光
商
工
課 

☎
43
・
６
８
３
８

　

心
身
障
が
い
者
の
自
立
を
促
進

す
る
た
め
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
障
が
い
者
を
雇
用
し
た
事

業
主
に
対
し
て
、
雇
用
奨
励
の
た

め
の
助
成
金
を
支
給
し
ま
す
。

支�

給
の
条
件　

６
ヵ
月
以
上
の
常

用
雇
用
で
あ
る
こ
と

支�

給
対
象
月　

労
働
時
間
が
６
時

間
以
上
で
あ
る
日
が
、
14
日
以

上
あ
る
月

支�

給
金
額　

１
２
，０
０
０
円
／

人
・
月（
６
ヵ
月
ご
と
に
支
給
。

２
年
間
を
限
度
）

問
社
会
福
祉
課 

☎
43
・
６
８
３
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

西
は
り
ま
障
が
い
者
雇
用
促
進
の
つ
ど
い

合
同
就
職
面
接
相
談
会

西
は
り
ま
障
が
い
者
雇
用
促
進
の
つ
ど
い

合
同
就
職
面
接
相
談
会

障
が
い
者

雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

障
が
い
者

雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
助

成
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

心
身
障
害
者
雇
用
奨
励
助

成
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

９月は

障がい者雇用支援月間
一 人 ひ と り が 輝 く た め に

　生涯にわたって心身ともに健やか
に生き、お互いを理解しながら、そ
して尊敬しあいながら、ともに手を
携えて心の通いあうまちで暮らすこ
とは私たちの願いです。
　
　障がい者雇用支援月間は、すべて
の人が、働くことを通じて社会に参
加し、生きがいを感じながら毎日を
過ごすことができるよう、事業主の
みならず、広く国民一般に対して障
がい者雇用の機運を醸成するととも
に、障がい者の職業的自立を支援す
るために設けられました。
　
　市ではこの月間にあわせ、障がい
のある人の雇用促進について、市民
の皆さんに認識と理解を一層深めて
いただくとともに、障がいのある人
の就業意欲の喚起を行っています。
　
　障がいのある人が適切な職業に就
き、力を十分に発揮できる環境をと
とのえることは、雇用する企業、そ
して、地域社会全体の強みともなり
ます。皆さまのご理解とご協力をお
願いいたします。
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８月26日、市民総合体育館にラジオ体操が
やってきました。体操講師の多胡肇さんの
指導にあわせ、「みんなの体操」と「ラジオ
体操」を行いました。約2800人の参加者は
元気よく体を動かし、すこやかな汗を流し
ました。

ＮＨＫ夏期巡回ラジオ体操すこやかな汗を流しました

８月９日、明石市民会館で開催された「第78回ＮＨＫ全国学校
音楽コンクール兵庫県大会」で塩屋小学校コーラス部が銅賞を
受賞。平成19年に銅賞を受賞して以来、５年連続の入賞を果たし
ました。

５年連続の入賞塩屋小学校コーラス部がＮコン県大会で銅賞

有年牟礼八幡神社境内に残る農村舞台を50年ぶりに
復活させる取り組みを行っている「有年農村舞台復
活保存実行委員会」。８月27日、復活作業の一環とし
て原小学校で舞台の背景画を作成しました。原画は
高校２年生の山本一夫（有年横尾）さんが作画。子ど
もたちが着色していきました。11月５・６日に開催
される秋祭りで、農村舞台の復活上演が予定されて
います。

有年農村舞台復活に向けて原小児童らが舞台背景絵画を制作

８月28日、千種川右岸河川敷において、防災総合訓練が行われ
ました。長雨が続く中、東南海・南海地震が発生。津波がおしよ
せ、市内全域が大きな被害が起きたとの想定。赤穂市や自治会連
合会、赤穂警察署、兵庫県消防防災航空隊など約800人が参加。
「もしも」に備え、本番さながらの訓練を繰り広げました。
写真1　土砂崩れにより倒壊した家屋や３階建てのビルからの救出
　　　　活動
写真2　千種川の中州に取り残された要救助者をホイストで救助す
　　　　る兵庫県消防防災航空隊
写真3　自治会による消火器を使っての初期消火訓練
写真4　消防団員などによる土のうを使った水防工法訓練

本番さながらの訓練防災総合訓練

８月２日、県高校総体ボクシングライトフライ
級で優勝した宮本知彰さん（南野中）がインター
ハイ前に市長を表敬訪問。ベスト16以上が目標
と抱負を語った宮本さん。本番では見事ベスト８
に進出。目標以上の成果を収めました。

ボクシングでインターハイ出場この拳でベスト８
国民体育大会近畿ブロック剣道大会（写真1）が８月21日、
赤穂義士杯青少年柔道大会（写真2）が８月28日、いずれ
も市民総合体育館で開催。義士のまち赤穂で熱い戦いが繰
り広げられました。

剣道大会と柔道大会が開催武道で熱戦

かつては干瓢づくりが盛んだった高
雄地区。８月20日、干瓢まつりが高
雄公民館で開催され、干瓢料理や皮
むき体験など、干瓢を満喫した一日
でした。

干瓢まつり干瓢づくしの一日
８月７日、赤穂とれたて朝市と大
津スイカまつりが共催。旬の味覚
を求め多くの人で賑わいました。

あま～いスイカに舌鼓とれたて朝市in大津スイカ祭り
赤穂市や社会福祉協議会、関西福祉大学
がこれまでに行ってきた東日本大震災
の支援状況を写真などで紹介するパネ
ル展を８月15日から28日まで市役所等
で開催しました。

支援活動を紹介東日本大震災支援状況パネル展

フォトニュース
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８月26日、市民総合体育館にラジオ体操が
やってきました。体操講師の多胡肇さんの
指導にあわせ、「みんなの体操」と「ラジオ
体操」を行いました。約2800人の参加者は
元気よく体を動かし、すこやかな汗を流し
ました。

ＮＨＫ夏期巡回ラジオ体操すこやかな汗を流しました

８月９日、明石市民会館で開催された「第78回ＮＨＫ全国学校
音楽コンクール兵庫県大会」で塩屋小学校コーラス部が銅賞を
受賞。平成19年に銅賞を受賞して以来、５年連続の入賞を果たし
ました。

５年連続の入賞塩屋小学校コーラス部がＮコン県大会で銅賞

有年牟礼八幡神社境内に残る農村舞台を50年ぶりに
復活させる取り組みを行っている「有年農村舞台復
活保存実行委員会」。８月27日、復活作業の一環とし
て原小学校で舞台の背景画を作成しました。原画は
高校２年生の山本一夫（有年横尾）さんが作画。子ど
もたちが着色していきました。11月５・６日に開催
される秋祭りで、農村舞台の復活上演が予定されて
います。

有年農村舞台復活に向けて原小児童らが舞台背景絵画を制作

８月28日、千種川右岸河川敷において、防災総合訓練が行われ
ました。長雨が続く中、東南海・南海地震が発生。津波がおしよ
せ、市内全域が大きな被害が起きたとの想定。赤穂市や自治会連
合会、赤穂警察署、兵庫県消防防災航空隊など約800人が参加。
「もしも」に備え、本番さながらの訓練を繰り広げました。
写真1　土砂崩れにより倒壊した家屋や３階建てのビルからの救出
　　　　活動
写真2　千種川の中州に取り残された要救助者をホイストで救助す
　　　　る兵庫県消防防災航空隊
写真3　自治会による消火器を使っての初期消火訓練
写真4　消防団員などによる土のうを使った水防工法訓練

本番さながらの訓練防災総合訓練

８月２日、県高校総体ボクシングライトフライ
級で優勝した宮本知彰さん（南野中）がインター
ハイ前に市長を表敬訪問。ベスト16以上が目標
と抱負を語った宮本さん。本番では見事ベスト８
に進出。目標以上の成果を収めました。

ボクシングでインターハイ出場この拳でベスト８
国民体育大会近畿ブロック剣道大会（写真1）が８月21日、
赤穂義士杯青少年柔道大会（写真2）が８月28日、いずれ
も市民総合体育館で開催。義士のまち赤穂で熱い戦いが繰
り広げられました。

剣道大会と柔道大会が開催武道で熱戦

かつては干瓢づくりが盛んだった高
雄地区。８月20日、干瓢まつりが高
雄公民館で開催され、干瓢料理や皮
むき体験など、干瓢を満喫した一日
でした。

干瓢まつり干瓢づくしの一日
８月７日、赤穂とれたて朝市と大
津スイカまつりが共催。旬の味覚
を求め多くの人で賑わいました。

あま～いスイカに舌鼓とれたて朝市in大津スイカ祭り
赤穂市や社会福祉協議会、関西福祉大学
がこれまでに行ってきた東日本大震災
の支援状況を写真などで紹介するパネ
ル展を８月15日から28日まで市役所等
で開催しました。

支援活動を紹介東日本大震災支援状況パネル展

フォトニュース
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国民年金
確認できていますか？　あなたの年金記録

 市民課 年金担当　☎ 43・6820

　国民の年金記録の確認のため、年金特別便が各個人
へ送付されたのが、平成19年12月～平成20年10月の
ことでした。
　約5,095万件とされた未統合記録は、平成23年６月
末時点で
　①統合済み →　1,584万件　　
　②既に亡くなられているなど、
　　一定の解明がなされたもの →　1,551万件　　
　③特別便などにより、解明作業が進展中のもの
　　 →　987万件　　
　④今後さらに解明を進める記録 →　973万件　　
とされています。（厚生労働省ホームページより）
　記録の訂正を申し出たけれど、まだ整理されていな
い方も多い状況がうかがえます。
　記録の確認待ちの皆さまには、いましばらく、お待
ちくださいますよう、お願いいたします。

　そのような中、今でも、「ご自身の年金記録を確認し
たことがない」、「特別便に返事をしたことが無い」｢ 特
別便や定期便を見たことが無い ｣…と言われる方があ
ります。

　年金制度については、色々な議論が行われています
が、公的年金は、皆さんの老後の生活の基盤となり、
障がいをおったときや、遺族となったときの生活を支
える基盤となります。
　ご自身の年金記録について、「よくわからないので、
確認していない」｢ 何も通知が来ないのでわからない ｣
という方は、今まで納めてきた保険料を無駄にするこ
となく、自身の年金を確保できるよう、どうか一度、
確認を行っていただきますようお願いします。

○相談先

　　姫路年金事務所　☎079・224・6385

○今後の姫路年金事務所出張相談

　　　10月６日（木）
　　　12月１日（木）
　　　�２月２日（木）
　時間＝午前10時～午後３時受付
　場所＝市役所 ２階204会議室
　※会場は変更となることがあります。

　

今
回
は
、
赤
穂
軟
式
野
球
協
会
会
長

（
赤
穂
市
体
育
協
会
参
与
）の
松
本 

弘

さ
ん
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
赤
穂

の
活
性
化
に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
松
本
会
長
が
赤
穂
市
の
ス
ポ

ー
ツ
先
進
都
市
宣
言
に
敬
意
を
表
さ

れ
、
合
わ
せ
て
市
制
60
周
年
記
念
・
市

体
協
60
周
年
事
業
へ
の
取
り
組
み
等
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
が
健

康
の
保
持
と
体
力
の
向
上
、
協
調
性
豊

か
な
人
間
づ
く
り
、
地
域
間
の
連
携
や

交
流
の
促
進
、
見
て
い
る
人
に
も
元
気

と
感
動
を
与
え
る
な
ど
、
市
民
に
と
っ

て
も
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
の
理
念
を
、
力
強
く
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
自
身
が
お
世
話
さ
れ
て
い

る
赤
穂
軟
式
野
球
協
会
に
関
連
し
た
少

年
野
球
、
中
学
校
野
球
、
高
校
野
球
、

一
般
社
会
人
野
球
と
各
大
会
等
が
年
間

を
通
じ
て
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
支
援
者
・
関
係
者
を
含
め
る
と
、

本
当
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
裾

野（
底
辺
）の
広
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
市

民
に
も
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
手
等
関
係
者
の
夢
は
、
あ

の
広
い
立
派
な
、
憧
れ
の
城
南
緑
地
野

球
場
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
現
野
球
場
の
老

朽
化
対
策
や
第
２
野
球
場
の
建
設
、
全

国
大
会
・
県
大
会
な
ど
の
招
聘
、
あ
る

い
は
、
市
民
体
育
祭
野
球
大
会
の
市
長

杯
兼
ね
て
の
開
催
、
企
業
誘
致
推
進
に

よ
る
企
業
チ
ー
ム
の
再
建
な
ど
の
提
案

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
市
長
か
ら
は
、

折
し
も
地
元
赤
穂
高
校
の
夏
の
全
国
高

等
学
校
野
球
大
会
地
方
予
選
で
の
活
躍

（
健
闘
）を
讃
え
ら
れ
、
思
い
出
話
も
交

え
て
、
野
球
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て
も
理
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
球
場
の
改
修
等
整
備
に
つ

い
て
は
、「
長
寿
命
化
計
画
を
本
年
度
に

策
定
し
、
計
画
的
に
施
設
の
延
命
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
」な
ど
と
答
え
、
多

い
に
夢
を
語
り
合
っ
た
ひ
と
と
き
と
な

り
ま
し
た
。

まちづくり

市長こんわ会

スポーツ振興で
街の活性化を！

７月26日開催
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介護保険相談室
介護保険サービスの申請時期は？

高齢者を見守る支えるネットワーク

 介護福祉課　☎ 43・6947

　�現在入院中ですが、退院後すぐ介護保険サービ
スを受けたいときは、いつ頃申請すればよいの
でしょうか？

　主治医と相談のうえ、状態が安定し、退院のメ
ドがついた時点で申請をしてください。

　急病等により一時的に状態が変化している場合や、
入院後間もないとき、骨折等で安静が必要な場合は、
心身の状態が安定するまでに相当期間を要すると思わ
れます。

　入院中は介護保険のサービスは利用できません。ま
たこのような状態では適切な認定調査を行うことがで
きませんので、しばらく入院治療が必要な場合は、状
態が安定して退院の方向性が決まってから申請してく
ださい。
※ お急ぎの場合（結果が出るまで待てないとき）
　 　要介護・要支援認定は申請日にさかのぼって適用

されます。申請日から認定結果がわかるまでの間に
認定結果を見込んだうえで、サービスを利用するこ
とができます。

Q

A

　交通事故など、第三者の行為によって傷病を受けた
場合でも、届け出によって国民健康保険を使ってお医
者さんにかかることができます。
　その際には、交通事故にあったらすぐに警察に届け、

「事故証明書」を出してもらうと同時に、「第三者行為に
よる傷病届」を市民課国保医療係まで提出してくださ
い。ただし、第三者の過失によって受けた傷病の医療
費は加害者が全額負担するのが原則ですので、国保が
一時的に医療費を立て替え、あとから加害者に費用を

請求することになります。また、届け出る前に加害者
から治療費を受け取ったり、示談を済ませたりすると、
国保を使えなくなる場合がありますのでご注意くださ
い。

届出に必要なもの
　 ▽保険証　 ▽印鑑　 ▽事故証明書
　 ▽第三者の行為による傷病届

国保医療だより  市民課 国保医療係　☎ 43・6813

交通事故などにあったときの届出は？

17日（土）　赤穂観月会（中央公民館）
　〃　　　リサイクル運動推進事業（エコキャンドル点灯）（市民対話室）
17日（土）、19日（月・祝）　秋季少年野球大会（スポーツ振興課）
18日（日）　少女バレーボール選手権大会（スポーツ振興課）
23日（金・祝）　下水道30周年記念事業（下水道課）
　〃　　　　　福祉ふれあいグランドゴルフ大会（社会福祉課、社会福祉協議会）
23日（金・祝）～ 25日（日）　まるごと赤穂大博覧会2011（観光商工課）
24日（土）　あこう絵マップコンクール公開審査会（協賛）
25日（日）　家庭バレーボール会長杯（スポーツ振興課）
29日（木）～ 10月２日（日）　2011赤穂市美術展（中央公民館）

５日（水）　市民俳句会（中央公民館）
８日（土）　市民短歌会（中央公民館）
10日（月・祝）　赤穂市スポーツ先進都市推進事業（スポーツ振興課）
19日（水）　あこう食育フェア（保健センター）
22日（土）　赤穂義士会講演会（生涯学習課）
26日（水）～ 12月19日（月）　「大石内蔵助の美」展（美術工芸館）

28日（金）～ 11月６日（日）　世界の名作絵本展　※11月５日（土）記念講演会（図書館）
29日（土）　「わが街赤穂景観60選」発表、記念講演会（都市整備課）

60周年記念協賛事業（９・10月）

9 月

10月
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赤
穂
大
博
覧
会

赤
穂
大
博
覧
会

20
11
20
11

がんばろう！
日本
がんばろう！
日本

９月23日（金･祝）～ 25日（日） ９月23日（金･祝）～ 25日（日） 

まるごとまるごと
塩琴(えんきん

)や

巨大盛り塩
が

登　場！
塩琴(えんきん

)や

巨大盛り塩
が

登　場！

　

忠
臣
蔵
パ
レ
ー
ド
を
彩
る「
義

士
娘
人
力
道
中
」に
出
演
し
、
以

後
１
年
間
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
赤
穂
市
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦�

応
募
資
格　

次
の
条
件
を
満
た

す
女
性

　

�

市
内
ま
た
は
赤
穂
市
近
郊
に
在

住
、
も
し
く
は
市
内
に
在
勤
、

在
学
の
女
性
。

　

�

平
成
23
年
12
月
１
日
現
在
、
満

18
歳
以
上（
高
校
生
は
不
可
）30

歳
未
満
の
未
婚
の
女
性
。
た
だ

し
他
の
観
光
レ
デ
ィ
な
ど
に
選

定
ま
た
は
内
定
し
て
い
る
人
は

除
き
ま
す
。

　

�

義
士
娘
と
し
て
赤
穂
義
士
祭
に

出
演
す
る
ほ
か
、
１
年
間
観
光

行
事
や
公
的
諸
行
事（
宿
泊
を

伴
う
行
事
あ
り
）に
参
加
で
き

る
女
性
。

◦�

応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
応
募
先
ま
で
持

参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
※
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
。

◦�

応
募
締
切　

10
月
14
日（
金
）　

午
後
５
時
必
着

◦�

選
考
方
法　

面
接
選
考
を
行

い
、
３
名
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

�

日
時　

10
月
30
日（
日
）
午
前

10
時 

～

　

�

場
所　

赤
穂
市
役
所

◦�

賞
金
等　

賞
金
５
万
円
・
旅
行

券
５
万
円
・
副
賞

※ 

右
記
と
は
別
に
、
選
考
会
に
参

加
さ
れ
た
方
と
そ
の
推
薦
者
の

方
に
も
れ
な
く
記
念
品（
赤
穂

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な

ど
）を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

◦�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

赤
穂
義
士
祭
奉
賛
会
事
務
局

（
市
観
光
商
工
課
）

　

郵
送
：
〒
678―

0292（
住
所
不
要
）

　

☎
43
・
６
８
３
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
46
・
３
４
０
０

　

�（
社
）赤
穂
観
光
協
会

　

 

〒
678―

0239 

赤
穂
市
加
里
屋
328
番
地

　

☎
42
・
２
６
０
２

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
・
３
８
４
０

※ 

申
込
書
は
、
市
観
光
商
工
課
、

（
社
）赤
穂
観
光
協
会
、
各
地
区

公
民
館
等
に
置
い
て
あ
る
ほ

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽▽▽▽▽▽

▽▽▽▽▽▽▽▽

あなたも義士娘になって、 赤穂をＰＲしてみませんか

第27代赤穂義士娘募集

９月23日（金･祝）
　午前９時30分～ 10時20分
　駅前ロータリー
パワースポットとして高さ５ｍの
通り抜けできる巨大盛り塩が出
現。塩で作った塩琴（えんきん）演
奏でオープニング。

９月24日（土）　午前10時～
　中心市街地商店街
見 て 楽 し い、 買 っ て 得 す る 百 縁

（100円）笑店街。

９月25日（日）　午前10時～午後３時
　みなと銀行交差点
多数のパフォーマンスが登場！

９月23日（金･祝）
　駅南ロータリー　午前９時45分～

９月25日（日）
　まるごとステージ　午前11時～
赤穂高等学校吹奏楽部の皆さんに
よる、塩で作った塩琴の演奏会。

９月25日（日）
　午前10時～午後３時
　�駅前通り、お城通り、いきつぎ
広場周辺

高砂にくてん、あかし玉子焼、姫
路おでんなど兵庫のＢ級グルメや
播州赤穂塩ラーメン、ネギコロな
どご当地グルメも大集合！
その他赤穂温泉足湯、東北物産市
なども開催！

９月23日（金･祝）・24日（土）
　各日午前10時30分～午後４時
　市中心市街地
ヒントをもとに市内に隠された５
つの「塩像」を探索。謎を解いた人
から抽選で最高10万円などがあた
ります。（事前申込が必要です）

　12月末まで　午前９時30分～午後5時30分
お城通り交差点前ビル
赤穂特産品販売

問い合わせ先
　 まるごと赤穂大博覧会実行委員会
　（赤穂商工会議所内）
 ☎４３・２７２７
　 http//www2.memenet.or.jp/

ako-cci/expo/

まるごと赤穂大博覧会2011
オープニング
まるごと赤穂大博覧会2011
オープニング

あこう百縁笑店街あこう百縁笑店街

まるごとステージまるごとステージ

世界初の塩琴（えんきん）演奏世界初の塩琴（えんきん）演奏

まるごとバザールまるごとバザール

塩像の謎を解け！赤穂発見伝塩像の謎を解け！赤穂発見伝

赤穂情報物産館赤穂情報物産館
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すくすく育て��わが家のホープ！

渡
わたなべ

邉　花
は な

菜ちゃん

平成19年６月20日生まれ

「１歳のお誕生日おめでとう。
優しい女の子になってね♡」
☆父・悠介さん　母・綾さんより

加里屋

川
かわばた

端　悠
ゆづき

月ちゃん

平成22年９月２日生まれ

「２人仲良く優しい子になってってね!!」
☆父・啓史さん　母・由佳さんより

渡
わたなべ

邉　花
か え

衣ちゃん

平成19年６月20日生まれ

　サビついた消火器、変形した消火器を使用するの
は大変危険です。平成21年９月に、大阪府及び福岡
県で老朽した消火器を使用し、破裂による負傷事故
が発生しました。今年７月にも徳島県と鹿児島県で
同様の事故が発生しています。
　ご自宅の消火器に、サビ、変形などがないか確認
しましょう。不要になった消火器は、自分で放射・
解体などせずに下記リサイクル窓口に相談してくだ
さい。
　（リサイクル特定窓口）
　　 ▽ ㈱播州商会　☎４２・４０３２
　　 ▽ 三協防災㈱　☎４３・８１８０
※ 特定窓口とは、（社）日本消火器工業会がリサイク

ル等を委託した業者で、老朽消火器を引き取るこ
とができる業者です。

消火器の不適切な訪問販売には注意しましょう
◎一般住宅には、消火器の設置義務はありません。
◎ 消防署員や市役所の職員が、業者に販売の委託を

することはありません。
あやしいなと思ったら、ハッキリと断りましょう。

　Ｊ . Ｍ . Ｓ（ジャパン・マンモグラフィーサンデー）
は、NPO 法人 J.POSH が子育てや仕事などで平日が
多忙な女性のために、年に一度10月の第３日曜日、
全国どこでもマンモグラフィー検査を受診できる環
境づくりを進める日本で初めての取り組みです。
　赤穂市民病院においても10月の第３日曜日に、次
のとおり実施します。

日時　10月16日（日）午前９時～ 11時30分
検査内容　視触診、MMG（マンモグラフィー）
検�診料金　 ▽ 赤穂市民＝2,000円　※市内在住で無

料クーポン券がある人は必ずご持参ください。
　 ▽市外の人＝ 7,287円
受診人数　30名程度
そ�の他　診察は男性医師、MMG は女性技師が行な

います。
　 予約不要です。希望者は、診察券、保険証、無料

クーポン券（該当者）、検査費用を持参のうえ、２
階中央受付までお越しください。
問い合わせ先　市民病院 医療課　☎４３・３２２２

消防本部予防課
☎４３・６８８２

サビ・変形のある

の使用は危険です！

10月第３日曜日はマンモグラフィー検査が受けられる日曜日

に乳がん検診を受診しましょう

ジャパン・マンモグラフィーサンデー

消防本部予防課
☎４３・６８８２

サビ・変形のある

の使用は危険です！

10月第３日曜日はマンモグラフィー検査が受けられる日曜日

に乳がん検診を受診しましょう

ジャパン・マンモグラフィーサンデー

加里屋
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広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問秘書広報課　☎ 43・6870

◦�

職
種
等　

海
洋
科
学
館
塩
の
国

臨
時
作
業
員　

１
名

◦�

勤
務
条
件　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
月
に
11
日
程

度
）

◦�

賃
金　

日
額　

６
，７
０
０
円

◦�

採
用
予
定　

11
月
１
日（
火
）

◦�

試
験　

10
月
８
日（
土
）
午
前

10
時
～

◦�

会
場　

文
化
会
館

◦�

応
募
方
法　

９
月
12
日（
月
）～

30
日（
金
）
ま
で
に
受
験
申
込

書
を
文
化
と
み
ど
り
財
団
事
務

局（
文
化
会
館
内
）へ
持
参
。

　

 

申
込
書
は
事
務
局
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

◦�

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
（
火
曜
日
休
館
）

問�

財
団
事
務
局

 

☎
43
・
３
２
６
９

　

今
年
度
は
、
加
東
市
を
訪
問
。

同
市
で
開
催
さ
れ
る
第
23
回
忠
臣

蔵
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、
義
士
ゆ

か
り
の
観
音
寺
な
ど
を
見
学
し
ま

す
。

◦�

日
程　

11
月
18
日（
金
）

◦�

負
担
金　

１
人
２
，６
０
０
円

（
交
通
費
・
昼
食
代
含
む
）

◦�

募
集
人
数　

市
民
47
名（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦�

締
切　

10
月
３
日（
月
）

◦�
申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

�

文
化
と
み
ど
り
財
団（
文
化
会

館
内
）へ
直
接
申
し
込
み

　

�

往
復
は
が
き（
１
枚
で
４
名
ま

で
申
込
可
）に
て
申
込

《
往
信
は
が
き
》申
込
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

（
お
持
ち
の
場
合
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

《
返
信
は
が
き
》応
募
代
表
者
住

所
・
氏
名

《
あ
て
先
》〒
678―

0232 

赤
穂
市
中
広

864
番
地　

文
化
会
館
内 

赤
穂

市
文
化
と
み
ど
り
財
団
事
務
局

問�

財
団
事
務
局

 

☎
43
・
３
２
６
９

　

東
備
西
播
定
住
自
立
圏
形
成
推

進
事
業
の
一
環
と
し
て
赤
穂
市
、

備
前
市
、上
郡
町
の
２
市
１
町
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
遺
跡
に
つ
い
て

紹
介
、
展
示
し
ま
す
。

　

赤
穂
市
で
は
、
旧
坂
越
浦
会
所

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

◎
開
催
期
間

　

�

上
郡
町
郷
土
資
料
館
＝
８
月
27

日（
土
）～
９
月
25
日（
日
）

　

�

赤
穂
市
旧
坂
越
浦
会
所
＝
９
月

28
日（
水
）～
10
月
31
日（
月
）

　

�

備
前
市
埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン

タ
ー
＝
11
月
３
日（
木
・
祝
）～

28
日（
月
）

◎
入
館
料　

無
料

◎
展
示
遺
跡（
一
部
）

　

�

赤
穂
市
＝
赤
穂
城
跡
、有
年
原
・

田
中
遺
跡

　

�

上
郡
町
＝
山
陽
道
野
磨
駅
家
跡

　
�

備
前
市
＝
備
前
焼
西
１
号
窯
跡

問�
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

 

☎
43
・
６
９
６
２

文
化
と
み
ど
り
財
団

臨
時
職
員

文
化
と
み
ど
り
財
団

臨
時
職
員

募集募集

赤
穂
義
士
ゆ
か
り
の
史
跡
を

訪
ね
る
会
参
加
者

赤
穂
義
士
ゆ
か
り
の
史
跡
を

訪
ね
る
会
参
加
者

募集募集

▽▽▽▽

平
成
23
年
度
埋
蔵
文
化
財

巡
回
展「
自
慢
の
遺
跡
展
」開

催
中

平
成
23
年
度
埋
蔵
文
化
財

巡
回
展「
自
慢
の
遺
跡
展
」開

催
中

展示会展示会▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

ペットボトルのキャップを集めて世界の子どもたちにワクチンを届けよう！
当社は、エコキャップ推進協会の回収業者です。お気軽にご相談下さい。

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地の１

NPO法人（内閣府認証）
エコキャップ推進協会

赤穂市民病院正規職員募集
《正規職員》

職　種 採用予定人員 受験資格 採用予定日

看護師
助産師 若干名

看護師または助産師
資格を有する人、ま
たは取得見込の人

平成24年
４月１日

●試験日時　10月８日（土）午前９時から
●試　　験　筆記試験（小論文）、面接試験
●試験会場　市民病院３階 院内学級
●�申込方法　当院指定の履歴書に必要事項を記入のう

え、市民病院総務課まで持参または郵送で応募して
ください。
●�受付期間　９月12日（月）～ 30日（金）土日、祝日を

除く。郵送でも受け付けますが、期間内に配達され
ていることを要します。
●受付時間　午前８時20分～午後５時

《臨時職員》

職種 採　　用
予定人員 勤務内容等 採　用

予定日

臨時
看護
助手

若干名

勤務内容＝看護の補助業務
賃金＝日額6,500円
勤務時間
① 午前６時55分～午後３時40分
② 午前９時45分～午後６時30分
※土日・祝日を含めた交替勤務

10月17日

●試験日時　９月29日（木）面接試験
●�応募方法　市販の履歴書に写真を添付のうえ、市民

病院総務課まで持参してください。
問赤穂市民病院 総務課　☎４３・６４１４
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◦�

日
時　

10
月
22
日（
土
）
午
後

１
時
～
３
時

◦�

場
所　

市
民
病
院 

別
館
２
階

◦�

テ
ー
マ「
ア
ロ
マ
で
ほ
っ
…
」

　

講
師
＝
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト　

　

喜
多
川
千
種
さ
ん

◦�

介
護
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト　
「
寝
衣

交
換
に
つ
い
て
」

問�

市
民
病
院 

看
護
部

 

☎
43
・
３
２
２
２

　

次
の
日
程
で
赤
穂
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
審

議
会
は
公
開
し
ま
す
の
で
、
傍
聴

を
希
望
す
る
方
は
市
民
対
話
室
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

９
月
20
日（
火
）
午
後

２
時
～

◦�

場
所　

市
役
所 
２
階
２
０
４

会
議
室

◦�

内
容　
　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
の
実
施
状
況
に
つ
い
て　

男

女
共
同
参
画
関
連
事
業
の
提
案

等
に
つ
い
て　

そ
の
他

◦�

傍
聴
申
込　

５
名（
受
付
順
）

※ 

審
議
会
当
日
の
会
議
開
催
予
定

時
刻
の
15
分
前
ま
で
に
、
傍
聴

申
込
票
に
住
所
、
氏
名
を
記
入

※ 

注
意
事
項　

会
議
を
傍
聴
す
る

人
で
、
会
長
の
指
示
に
従
わ
な

い
と
き
は
、
退
出
を
命
ず
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問�

市
民
対
話
室 

人
権
・
男
女
共

同
参
画
係

 

☎
43
・
６
８
１
８

◦�

お
仕
事
承
り
ま
す

・
家
事
手
伝
い（
清
掃
等
）

・
不
用
品
処
分

・
大
工
・
左
官
仕
事
な
ど

そ
の
他
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◦�
会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
健
康

で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
入
会
説

明
会
に
出
席
し
た
人
。

　

女
性
会
員
も
多
数
活
躍
中
。

◦�

10
月
の
入
会
説
明
会

・�

日
時　

10
月
11
日（
火
）
午
後

１
時
30
分
～

・
場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 

☎
43
・
７
２
０
０

　

神
戸
地
方
法
務
局
龍
野
支
局
で

は
、
仕
事
な
ど
で
平
日
相
談
に
来

る
こ
と
が
で
き
な
い
皆
さ
ま
の
た

め
に「
法
務
局
日
曜
相
談
所
」を
開

設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま

す
。
事
前
の
予
約
、
当
日
の
申
し

込
み
、
ど
ち
ら
で
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
来
庁
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時　

10
月
２
日（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

神
戸
地
方
法
務
局
龍
野

支
局

◦�

担
当
者　

法
務
局
職
員
、
公
証

人
、
人
権
擁
護
委
員

◦�

内
容　
　

土
地
・
建
物
の
売
買
、

抵
当
権
の
抹
消
等
の
不
動
産
登

記
に
関
す
る
こ
と　
　

相
続
に

関
す
る
こ
と（
遺
言
等
の
公
正

証
書
に
関
す
る
こ
と
も
含
む
）

　

 　

人
権
に
関
す
る
こ
と（
日
常

生
活
で
困
っ
た
り
、
悩
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
）

問�

神
戸
地
方
法
務
局 

龍
野
支

局 

総
務
課

　

☎
０
７
９
１
・
６
３
・
３
２
２
１

　

任
意
後
見
契
約
や
重
要
な
契
約

を
し
た
り
、
遺
言
を
残
し
た
り
す

る
と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
に
も
公
正
証
書
の
作
成
を
、
お

勧
め
し
ま
す
。
公
正
証
書
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
龍

野
公
証
役
場
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問�

龍
野
公
証
役
場

 

☎
０
７
９
１
・
６
２
・
１
３
９
３

赤
穂
市
民
病
院

介
護
教
室

赤
穂
市
民
病
院

介
護
教
室

健康健康

赤
穂
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会

赤
穂
市
男
女
共
同

参
画
審
議
会

審議会審議会

▽▽

▽▽

▽▽

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせお知らせ

法
務
局

日
曜
相
談
所

法
務
局

日
曜
相
談
所

相談相談

▽▽

▽▽

▽▽

任
意
後
見
契
約
書
や

遺
言
書
等
は
公
正
証
書
で

任
意
後
見
契
約
書
や

遺
言
書
等
は
公
正
証
書
で

相談相談

鍵かけ防犯
マスコット
「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを
かけましょう！

住宅用火災警報器
6月1日から設置が義務化されました
住宅用火災警報器
6月1日から設置が義務化されました

悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

《入園資格》

▽学齢前１年児（年長児）
　平成18. ４. ２～ 19. ４. １生まれ

▽学齢前２年児（年少児）
　平成19. ４. ２～ 20. ４. １生まれ
《就園区域》
　小学校区に準じます。
《願書配布》　願書及び募集要項は、９月
26日（月）より各幼稚園・教育委員会総
務課で配布します。

《願書受付》　10月12日（水）・13日（木）の
２日間、午後２時30分～４時30分まで、
各幼稚園で受け付けます。
※詳細は各幼稚園まで問い合わせくださ
い。

赤 穂 幼 稚 園 ４２・２６１５
城 西 幼 稚 園 ４２・０５３１
塩 屋 幼 稚 園 ４２・０２１３
赤 穂 西 幼 稚 園 ４５・１００６
尾 崎 幼 稚 園 ４２・５２９２
御 崎 幼 稚 園 ４５・１０５５
坂 越 幼 稚 園 ４８・８１２４
高 雄 幼 稚 園 ４８・７１８５
有 年 幼 稚 園 ４９・３５３７
原 幼 稚 園 ４９・３５３８

平成 24年度
市立幼稚園の園児を募集します
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秋
季「
緑
の
募
金
」活
動
が
９
月

～
10
月
、
職
場
や
企
業
、
学
校
な

ど
で
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
募

金
は
森
と
緑
を
育
て
、
豊
か
な
地

球
環
境
を
守
り
残
し
て
い
く
た
め

緑
化
活
動
等
に
活
用
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問�

緑
化
推
進
委
員
会（
農
林
水
産

課
） 

☎
43
・
６
８
４
０

　

中
・
西
播
磨
地
域
の
高
齢
者
大

学
、
教
室
で
学
ぶ
高
齢
者
が
つ
ど

い
、
高
齢
者
の
主
張
や
作
品
展
示

な
ど
日
頃
の
学
習
成
果
の
発
表
を

す
る
大
会
が
、
赤
穂
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
。

◦�

日
時　
　

作
品
展
＝
９
月
30
日

（
金
）
午
後
１
時
～
４
時
・
10

月
１
日（
土
）
午
前
10
時
～
午

後
２
時　
　

大
会
＝
10
月
１
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

◦�

場
所　

市
民
会
館

◦�

主
催　
（
公
財
）兵
庫
県
生
き
が

い
創
造
協
会
西
播
磨
支
部
ほ
か

問�

市
民
会
館
☎
４
３
・
７
４
５
０

　
 

兵
庫
県
学
ぶ
高
齢
者
の
つ
ど

い
中
・
西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

実
行
委
員
会

 

☎
０
７
９
１
・
７
５
・
３
６
６
３

　

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者

が
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
、
日
々

各
種
の
教
育
活
動
、
職
業
訓
練
の

受
講
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
、
パ
ネ
ル

等
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
人
々
に

広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即
売

を
行
い
、
矯
正
行
政
及
び
更
生
保

護
事
業
の
理
解
を
得
る
た
め
、
姫

路
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　
　

10
月
15
日（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時　

16
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

姫
路
少
年
刑
務
所
構
内

◦�

内
容　
　

刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売（
姫
路
独
楽
、
応
接

セ
ッ
ト
、
漆
器
な
ど
）　

施
設

内
部
の
見
学　

専
門
の
鑑
別
職

員
に
よ
る
性
格
検
査
の
体
験
実

施
等

問
姫
路
少
年
刑
務
所

 

☎
０
７
９
・
２
９
３
・
４
１
３
３

秋
季「
緑
の
募
金
」に

ご
協
力
を

秋
季「
緑
の
募
金
」に

ご
協
力
を

募集募集

兵
庫
県
学
ぶ
高
齢
者
の
つ
ど
い

中
・
西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

兵
庫
県
学
ぶ
高
齢
者
の
つ
ど
い

中
・
西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

催し催し

　　
▽▽
　
▽▽
　　
▽▽
　
▽▽　

▽▽
　
▽▽

第
25
回
姫
路
矯
正
展

第
25
回
姫
路
矯
正
展

催し催し

　
▽▽
　
▽▽

　
▽▽
　
▽▽

　
▽▽
　
▽▽

　
▽▽
　
▽▽

▽▽

開　催　日 行　　事　　名 会　　　場

10月   5日(水） 市民俳句会 市民会館　第４会議室

10月   8日(土） 市民短歌会 市民会館　第４会議室

10月12日(水） 市民音楽祭（小中学校の部） 文化会館　大ホール

11月3日(木・祝)～9日(水） 学童美術展（絵画・書道） 市民会館　大会議室 第４会議室

11月   3日(木･祝） 市民音楽祭 (一般の部） 文化会館　大ホール

11月   3日(木･祝） 第５０回赤穂市民文化祭表彰式 文化会館　学習室

11月   6日(日） 市民親善囲碁大会 市民会館　中会議室

11月11日(金)～13日(日） さつき展 市民会館　大会議室

11月11日(金)～13日(日） 美術展 市民会館　第４会議室

11月11日(金)～13日(日） 書道展 市民会館　中会議室

11月11日(金)～13日(日） 写真展 図書館ギャラリー

11月12日(土)・13日(日） きめこみ人形展 文化会館　展示室

11月12日(土)・13日(日） 生花展 文化会館　小ホール

11月12日(土)・13日(日） 和凧展 文化会館　市民ロビー外

11月12日(土)・13日(日） 芸能合同発表会 文化会館　大ホール

◆問い合わせ先　中央公民館　　☎４３・７４５０

文化芸術の秋を満喫してみませんか？
　平成23年度第50回赤穂市民文化祭の日程が下記のとおり決まりました。日ごろ練習した成果を市
民のみなさんの前で発表します。入場は無料ですので、どうぞお気軽にお越しください。
　特に本年度は市制60周年記念協賛事業として、11月11日～ 13日の間、文化会館・市民会館等で
多彩な行事がありますのでご鑑賞ください。

文化のふれあい～�第50回�赤穂市民文化祭

オータムジャンボ
宝くじは兵庫県内で！
　この宝くじの収益金は、
兵庫県内の販売実績など
に応じて交付され、各市
町の明るく住みよいまち
づくりに使われています
ので、ぜひ県内の宝くじ
売り場でお買い求めくだ
さい。
（財）兵庫県市町村振興協会
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農
林
水
産
省
の
組
織
再
編
の
一

環
と
し
て
、
赤
穂
市
の
農
政
関
係

事
務
を
担
当
し
て
き
た
兵
庫
農
政

事
務
所
地
域
第
一
課
及
び
姫
路
統

計
・
情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
９
月
１

日
に
姫
路
地
域
セ
ン
タ
ー
（
所
在

地
は
姫
路
市
）に
再
編
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
姫
路
地
域

セ
ン
タ
ー
で
は
、
戸
別
所
得
補
償

制
度
等
の
農
業
経
営
の
安
定
や
農

山
漁
村
の
６
次
産
業
化
、
食
の
安

全
・
安
心
確
保
等
の
業
務
を
行
い

ま
す
。

問�

近
畿
農
政
局
姫
路
地
域
セ
ン

タ
ー

 

☎
０
７
９
・
２
８
１
・
３
６
９
２

　

国
道
29
号
の
周
辺
地
域（
兵
庫

県
宍
粟
市
、
鳥
取
県
若
桜
町
・
八

頭
町
）の
観
光
地
を
巡
る「
福
ロ
ー

ド
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」を
実
施
中

で
す
！
観
光
地
に
設
置
さ
れ
た
ス

タ
ン
プ
を
専
用
ハ
ガ
キ
に
５
つ
以

上
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で

45
名
様
に
豪
華
特
産
品
が
当
た
り

ま
す
。

◦�
応
募
締
切　

10
月
31
日（
月
）

◦�
応
募
方
法　

国
道
29
号
周
辺
の

観
光
地
62
ヵ
所
に
設
置
さ
れ
た

ス
タ
ン
プ
を
専
用
ハ
ガ
キ
に
５

つ
以
上（
３
市
町
ご
と
各
１
ヵ

所
必
要
）押
印
し
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
50
円
切
手
を

貼
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

応
募
ハ
ガ
キ
の
配
布
場
所　

国
道
29
号
沿
線
地
域
の
観
光
地

（
道
の
駅
ほ
か
）、
西
播
磨
県
民

局
◦�

景
品　

沿
線
地
域
の
特
産
品

　

 　

制
覇
賞（
ス
タ
ン
プ
15
個
以

上
）＝
２
０
，０
０
０
円
相
当（
３

名
様
）　

満
喫
し
た
で
賞（
ス
タ

ン
プ
10
個
以
上
）＝
５
，０
０
０

円
相
当（
12
名
様
）　

努
力 

賞（
ス
タ
ン
プ
５
個
以
上
）＝ 

１
，
０
０
０
円
相
当（
30
名
様
）

問�

国
道
29
号
周
辺
兵
庫
・
鳥
取
地

域
振
興
協
議
会
事
務
局 

兵
庫

県
西
播
磨
県
民
局 

地
域
づ
く

り
課 

☎
58
・
２
３
６
５

兵
庫
農
政
事
務
所
地
域

第
一
課
等
の
再
編
に
つ
い
て

兵
庫
農
政
事
務
所
地
域

第
一
課
等
の
再
編
に
つ
い
て

お知らせお知らせ

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

国
道
29
号「
福
ロ
ー
ド
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」実
施
中

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

国
道
29
号「
福
ロ
ー
ド
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」実
施
中

お知らせお知らせ

▽▽

▽▽

▽▽

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地の7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

ついに登場 !!

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　　おまけにリビングも広く！
　　　　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！

リビング天井
3.8ｍ

大型収納
（ハシゴなし）

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

9月16日(金)  13：30開演  大ホール  全席指定
出　演：片岡仁左衛門、片岡秀太郎、片岡愛之助ほか
入場料：一等席6,000円　二等席5,000円
　　　　三等席4,000円　
　　　　高校生以下1,000円（二等席以下）
　　　　※友の会２割引

好評
発売中!

10月16日(日)  13：00開演  学習室ほか  全席自由
初心者・親子のための能楽講座。国立能楽堂講師による
講演を聞き、お囃子（笛・小鼓・大鼓・太鼓）が体験で
きます。
入場料：一般５００円（観覧のみ）体験希望者1,000円
　　　　親子ペア1,000円　※友の会２割引

好評
発売中!

11月20日(日)  18：00開演  大ホール  全席指定
「もらい泣き」でデビューし、「ハナミズ
キ」を大ヒット曲に持つ女性歌手 一青窈 
が赤穂にやって来る!!
入場料：5,900円（友の会5,500円）

12月23日(金・祝)  1回目13：00開演
　　　　　　　  　2回目15：30開演  大ホール  全席指定
発売日：友の会 ９月24日（土）午前９時～
　　　　一　般 ９月30日（金）午前９時～ 
　　　　電話予約はいずれの日も午後１時～
入場料：高校生以上3,000円（友の会2,400円）
　　　　中学生以下1,500円（友の会1,200円）

12月４日(日)  14：00開演  小ホール  全席自由
子どもに人気の「11ぴきのねこ」シリー
ズから、「11ぴきのねことあほうどり」
を人形劇団クラルテが公演。
入場料： 1,000円（友の会　800円）

10月23日(日)  15：00開演  小ホール  全席指定
アルゼンチンのタンゴ、キューバのサルサ、そしてマ
ンボ等、バラエティーに富んだラテンダンス。本場の
歌手・ダンサーを迎えて贈るスーパーダンスショー！
入場料：3,500円（友の会3,000円）

好評
発売中!

好評
発売中!

近日
発売！
近日
発売！

好評
発売中!

図
書
館
だ
よ
り

◦
９
・
10
月
の
祝
日
開
館
は
、

　

 

９
／
19
（
月
・
敬
老
の
日
）、

９
／
23
（
金
・
秋
分
の
日
）、

10
／
10
（
月
・
体
育
の
日
）

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

◦
振
替
休
館
日
は
、

　

 

９
／
20
（
火
）、10
／
11
（
火
）

で
す
。
ま
た
、９
／
22
（
木
）

は
図
書
整
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。

◦
い
な
い
い
な
い
ば
あ
の
会

　

９
／
15
（
木
）
午
後
２
時
～

申
込
み
・
問
合
せ
先

　

図
書
館 

☎
43
・
０
２
７
５
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趣�　旨　人生の第１ステ
ージからおりられたお
父さんお疲れさま。お
母さんもお 疲れさま。
第２のライフステージが
始まりました。何をしよ
うかと思案中のあなた
へ。特技を磨いて、新
たな活動を始めません
か？
主　催　社会福祉協議会
内　容　３回シリーズ
参加費　500円

編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/

2011年9月e
e e

ee

e

小 地 域 福 祉 活 動 実 践 講 座お帰りなさい
お父さん

� いらっしゃ
いお母さん

祝 敬老 長寿 おめでとうございます。
　９月２日（金）に睦谷社協理事長が、満百歳の方を訪問して長寿のお祝いをしました。
山本 ふさゑさん、井筒 森藏さん、鈴木 絹子さん、釣本 ナツヱさん、松島 トリさん、
吉備 敏枝さん、これからもお元気でお過ごしください。

　また、満84歳の方343名に、橋寿のお祝いとして記念写真を贈呈します。

山本�ふさゑさん 井筒�森藏さん 鈴木�絹子さん 釣本�ナツヱさん

開催日時 内　　　容 講　　　師

１日目

10月11日
（火）

10時～
12時

開講式
「小地域福祉活動は、あなたから始まる」

 －地域デビューの処方箋－
motto 兵庫
事務局長 栗木　剛 氏

13時～
15時

「いきいきサロン活動を学ぶ」
 －思いっきり楽しく遊ぶ－ いきいきサロン実践者

２日目

10月20日
（木）

９時～
12時

「デジタルカメラを活用して記録を残そう」
 －デジカメで遊ぼう－

赤穂光影会会員
 三宅　　健 氏

13時～
15時

「地域の子育て支援を学ぶ」
 －遊びの技を学ぼう－

兵庫県子ども会連合会
常務理事兼事務局長
 速水　順一郎 氏

３日目

10月25日
（火）

10時～
12時

「簡単料理の腕を磨こう」
 －おなかが膨れれば心もほどける－

栄養士
 石橋　明美 氏

13時～
16時

「ちょっとしたお手伝いでいいんですよ」
 －ご近所の助け合い活動の原点－
閉講式

赤穂市社会福祉協議会
社会福祉士 岩﨑　文子

※参加を希望する人は、参加費を添えて10月６日（木）までに社会福祉協議会までお申し込みください。

松島�トリさん

満百歳到達者
を訪問

小 地 域 福 祉 活 動 の 実 践 講 座（地域活動者のためのパソコン講座）

場所　総合福祉会館 ３階集会室
日時　10月５日・12日・26日（水）午後１時～４時
内容　パソコンをフルに活用しよう
　　　エクセルを学ぶ（決算報告書・予定表・名簿）
講師　浜野　好正 氏
対象　（１） 赤穂市民で地域活動をしている人や、地域活

動に興味があり今後活動をしたい人
　　　（２）ＸＰ以上のノートパソコンを持参できる人

　　※  （１）（２）の条件を満たすこと。ただし、
全３回とも参加できる人を優先します。
パソコン初心者 OK。

定　員　30名
参加費　500円（資料代ほか）
※ 10月３日（月）までに社会福祉協議会までお申し込み

ください。
　申込多数の場合は抽選とさせていただきます。
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　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定し
た地域福祉事業の充実や発展を図るためにも、皆さまのあた
たかいご援助が必要です。ご協力をお願いいたします。
（法人会費：5,000 円、個人会費：2,000 円、一般会費：500 円）

賛助会費 ありがとうございました〈敬称略〉

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】
� 村下　龍彦 三木多津子 美淋　正則 山本すみ子
 山田　佳惠 小島　愛子 西濱　　守 山下　文良
 長棟千代子 千﨑紀美子 浅野　宣江 伊東　康子
 濱本　昌宣 船曳眞紀子 河部登史子 木村　繁滿
 有田　勝美 冨永萬代子 西角　正志 田端　昭男
 岡本みどり 西山　温子 多田　憲子 沖　　照幸
 木村　音彦
【法人】
� 西はりま地域づくり女性会議（どりーむ）
 レクリエーションボランティアあいうえお
 ㈳赤穂市シルバー人材センター ㈱オオキコーポレーション
 ヘルシーガーデンいきいき倶楽部 品川リフラクトリーズ㈱
 （医）てんわかかりつけ医院 高周波熱錬㈱赤穂工場
 日本塩回送㈱赤穂支店 トヨタカローラ姫路㈱
 キムラカメラスタジオ 橋本電気管理事務所
 みやざき食塩工業㈱ タテホ化学工業㈱ 中田第二歯科医院
 是兼モータース㈱ ㈱葛島工務店 ㈱デイリーエッグ
 ひまわりの会 ㈱中田鉄工所 ㈲ KOJI 建設 ㈱亀井産業
 千種建設㈱ ㈱中野建設 前田石油㈱ ㈱カマタニ
 寺田産業㈱ 中村印刷㈲ 東洋紙業㈾ あきた歯科
 ユニチカ㈱ ㈱やまざき ㈱木戸組 ㈱ハトヤ
 石川眼科 岩谷内科 澤田医院 ㈱三木組
 ㈱大健

匿名の方々からもご協力をいただきました。

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（７月１日～７月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
上 郡 町 匿 名 15,000 （病気の）回復の傾向
中 広 貸 衣 裳 展 示 会

「善意の募金箱」 766 善意に
大 津 山 崎 　 和 昭 3,000 車椅子借用御礼
東 浜 町 匿 名 10,000 車椅子借用御礼
南 宮 町 黒 川 　 和 則 100,000 実父の供養に
加 里 屋 匿 名 50,000 善意で
有年横尾 柳 　 　 武 志 50,000 亡父偲び草
惣 門 町 匿 名 10,000 車椅子借用御礼
松 原 町 古 江 　 茂 晴 50,000 亡妻生美満中陰志

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

　外出の機会の少ない在宅重度心身障がい者（児）とそ
の家族（介護者）同士の交流を深めるため、日帰り旅行を
企画しました。
　介助ボランティア、医療ボランティアも同行します
ので、どうぞご参加ください。

▼日　時　10月19日（水）
　　　　　【午前８時出発、午後６時帰着予定】

▼内　容　県立フラワーパーク　とっとり花回廊
　　　　　 昼食；ひるぜん焼きそば（B －１グランプリ

in 姫路　ゴールドグランプリ）

▼募集人員　 24名（定員を超えた場合は抽選とさせて
いただきます）

　　　　　＊新規申込者優先となります。

▼参加費　一人　2,000円

▼受付日　９月26日（月）～ 28日（水）
　　　　　午前９時～午後５時
詳しくは、社会福祉協議会までお問い合わせください。

とっとり花回廊とＢ級グルメひるぜん焼きそばの旅!!

平成23年度在宅重度心身障がい者(児）激励事業

　去る８月５日、共同募金運動のために率先して活動し功
績が顕著である募金推進委員および募金協力員に表彰状
並びに感謝状が伝達されました。 （敬称略）

【表 彰】　募金推進委員
　　山谷　義光
　募金協力員
　　目木　敏明　　頭巾　嘉廣　　浜野　好正
　　水野　榮子　　嶋田　玲子　　髙木　啓子
　　末政埵眞子　　涌元　雅代

【感 謝】　募金協力員
　　萩原　　忠　　小野　宏義　　島田　裕弘
　　三木　　忠　　田川　芳弘　　長棟　是男
　　西川　洋一　　林　　頼夫　　黒田　慶二
　　平田　久夫

兵庫県共同募金会会長【表彰・感謝】

＊ ＊ 共 同 募 金 運 動 ＊ ＊

　去る８月５日共同募金委員会が開催され、先駆的・実践
的な事業を含めて、地域福祉活動を支援する事業を中心に
進めることが審議され、平成23年度の共同募金目標額が決
まりました。
　東日本大震災では多くの人が被災し、家や家族、仕事を
無くしました。しかし失われたものばかりではありません。
駆け付けたボランティア・寄せられた物資や義援金の多さ
は、たすけあいの精神が今なお脈々と生きていると確信さ
せられました。
　たすけあいの精神に支えられた共同募金運動へぜひ今後
もご協力よろしくお願いいたします。

共同募金目標額決まる！>>1,150万円

講座名 初級朗読講座《全10回》 シニア向け講座《全2回》

日　程
10月12日～翌年3月14日

毎月第2･4水曜日
（11月は9日･30日。12月は7日のみ）

①11月 4日（金）
②11月11日（金）

時　間 午前9時30分～ 11時30分 午後1時30分～ 4時
場　所 総合福祉会館
対　象 市民 20名 おおむね50歳以上の市民 30名

内　容 正しい発声法・発音・ア
クセント等、朗読の基本

いきいきセカンドライフ
『10万時間の使い方と活かし方』

講　師 朗読ボランティアグループ
「来

らい

夢
む

」
「夢こらぼ」

主宰　松尾やよい氏
受講料 無　　　　　　　　料
申込締切 9月30日（金） 10月21日（金）

※各講座とも定員になり次第締切とします。
主催・申込先　社会福祉協議会・ボランティアセンター

気軽に仲間づくりから始めませんか？ご参加をお待ちしています！

本を読むのが好きな人、
声を出すのが好きな人、

大歓迎！

これからの自分のこと、
周りのことについて、

一緒に楽しく考えてみましょう☆

赤穂市ボランティアセンターより講座開催のご案内
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▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪ その他、コンビニエンスストア、観光案内所（播

州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも設置して
いますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは９月22日（木）、
　広報あこうは10月11日（火）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

　９月２日、市内の最高齢男性
井藤さん、女性最高齢土佐さん
を市長等が訪問、長寿をお祝い
しました。井藤さんは105歳、
土佐さんは104歳。お二人と
も明治39年の生まれです。
　二人が生まれた当時はどんな
時代だったのか？　歴史で習っ
た範囲ならある程度想像できま
す。でもこれから100年後の世

界となると、ひの貧困な想像力
では、見当さえつきません。
　昭和26年に誕生した赤穂市
は９月１日、60歳となりました。
わがまち赤穂が100歳を迎え
たとき、どんなまちになっている
のでしょうか？
　住んでよかったと誇れる素晴
らしいまちになっていれば。そ
う願ったひです。� ひ

くらしのカレンダー 9/12 ～ 10/19

9月
12 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

13 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

14
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●２歳児歯科健診（Ｈ21.1生、Ｈ21.2生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●農地相談　10：00 ～ 11：30 

15 ●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

16
17 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 

　 市民対話室　☎43・6818

18  久保川医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

19  シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9：00 ～ 17：00

20 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 

21
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ22.2生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

22 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

23  石川整形外科医院 ☎ 45・1717
9：00 ～ 17：00

24
25  澤田医院 ☎ 48・8149

9：00 ～ 17：00

26 　

27
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●健康相談　9：00 ～ 11：00 

28
●法律相談 ( 要予約） 13：00 ～ 16：00 
●４ヵ月児健診（Ｈ23.5生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 

29
30

保育所子育て� 赤穂☎42・3368�塩屋☎42・0323�尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338�坂越☎48・8458�有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
消費生活相談　市民対話室（随時）� ☎43・6818
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金�13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話室� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談

広 報

10月
1
2  太田小児科 ☎ 45・2060

9：00 ～ 17：00

3
4 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

●消費生活・司法書士相談（要予約） 10：00 ～ 12：00 

5
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●３歳児健診（Ｈ20.4生） 13：30 ～ 14：30　受付 

6 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

7 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

8 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話室　☎43・6818

9  渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00 ～ 17：00

10  福田産婦人科麻酔科 ☎ 43・5357
9：00 ～ 17：00

11 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

12
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●１歳６ヵ月児健診（H22.3） 13：30 ～ 14：30　受付 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

13 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

14 ●赤ちゃん相談　13：30 ～ 15：30 
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

15 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話室　☎43・6818

16  杉口整形外科 ☎ 45・1451
9：00 ～ 17：00

17 　

18 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 

19
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 


